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六
月
直
前
、各
界
が
合
意

労
働
省

、
異
例

の
強

い
姿
勢

景
気
停
滞

に
と
も
な
う
雇
用
削
減
を
背
景

に
、
大
揺
れ
に
揺
れ
た
今
年

の
大

卒
就
職
活
動
の
解
禁

日
は
、
五
月
七
日
の
中
央
雇
用
対
策
協
議
会

の
総
会

で
「
求

人
の
た
め
の

一
切
の
行
為
は
九
月

一
日
以
降
、
選
考
開
始
期
日
は
十

一
月

一
日

以
降
」
と
央
め
ら
れ
、
関
係
各
者

に
労
働

・
文
部
両
省
か
ら
の
行
政
指
導
が
行

わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
混
乱
の
も
と
と
な
っ
た

「
九
月
以
前
の
会
社
訪
問
」
問

題
も
、
私
大
当
局
側
が
六
月
直
前

に
な
り
足
並
を
そ
ろ
え
、
ま
た
、
懸
念

さ
れ

て
い
た
字
生
側
の
動
き
も
ほ
ぼ
沈
静
化
し
た
た
め
、
協
会
は
、
実
質
的

に
も
文

字
ど
お
り

「
九
月
解
禁
」

の
線
に
落
ち
着
き
そ
う
で
あ
る
。

二
転

、
三

転

「
9

五
i
年
度
大
卒
の
就
職
に
関
す
る
協

定
は

最
終
的
に
九
月
}
日
よ
り
「求

人
活
動
解
禁
↑、
十
一
月
一
日
よ
り
「採

用
試
験
解
禁
」
と
決
ま
っ
た
。

昨
年
十
⊥
月
に
中
央
雇
用
対
策
協
議

会
は
五
十
年
度
大
卒
の
就
職
に
関
す
る

取
り
決
め
を
お
こ
な
い
、
上ハ月
一
円
操

用
活
動
開
始
、
七
月
一
日
選
考
解
禁
を

決
め
、
各
企
業
に
そ
の
旨
通
達
を
出
し

た
。各

企
業
、
大
学
も
そ
の
線
に
そ
っ
て

準
備
を
進
め
て
い
た
わ
け
て
あ
る
カ
、

四
十
ん
臼
度
採
用
内
定
者
の
採
用
取
り

消
し

自
毛
侍
機
力
頻
発
し
、
カ
つ

こ
れ
に
加
尺
て
景
気
の
低
迷
の
な
カ
て

各
企
業
の
採
用
計
画
か
「六
月
-
七
月
」

の
段
階
て
よ
決
め
に
く
い
等
の
事
情
に

よ
り
、
労
働
省
を
中
し
と
し
て
「六
1

七
協
定
」
を
大
巾
に
遅
ら
せ
る
意
向
が

う
ち
だ
さ
れ
た
。

本
年
二
月
二
十
六
日
の
参
院
決
算
委

の
席
上
、
長
谷
川
労
働
大
臣
は
、
採
用

取
り
消
し
に
と
も
な
う
一連
の
大
卒
採

用
関
係
の
質
問
に
答
え
て
、
い
わ
ゆ
る

大
卒
の
解
禁
日
を

「六
月
-
七
月
」
の

線
よ
り
十
一月
に
繰
り
下
げ
た
い
意
向

を
明
ら
か
に
し
た
。

当
初
、
こ
の
繰
り
下
け
問
題
の
実
施

時
期
は
、
各
企
業
の
採
用
事
務
な
ど
を

考
慮
し
て
五
牙
一
年
度
よ
り
お
こ
な
つ

予
定
で
あ
っ
た
が
、
実
際
上
、
雇
用
情

勢
の
悪
化
に
と
も
な
い
企
業
の
採
用
事

務
か
ほ
と
ん
と
進
め
b
れ
な
い
た
め
、

実
害
が
少
な
い
こ
と
や
、
来
年
に
し
た

場
合
、
景
気
の
動
向
次
第
で
は

ま
た

ま
た
繰
り
干
け
問
題
が
た
な
上
け
に
さ

r

じ」
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へ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り

五
十
年
度
よ
り
実
施
す
る
こ
と
に
踏
切

っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

労
働
省
当
局
の
要
請
を
つ
け
た
中
央

雇
用
対
策
協
議
会
(労
働
省
、
文
部
省
、

日
経
連
、
業
界
諸
団
体
で
構
成
)
は
三

月
七
日
幹
事
会
を
開
き
、
「解
禁
日
」

問
題
鼻
討
論
し
た
結
果
、
労
働
省
案
を

原
則
的
に
支
持
す
る
意
見
が
大
勢
を
占

め
た
た
め
、
同
月
十
九
日
の
同
協
議
会

総
会
に
か
け
て
最
終
的
な
結
論
を
だ
す

は
こ
び
と
な
っ
た
。

三
月
十
九
日
の
同
協
議
A璽

耳
に
お

い
て
「十
月
会
社
訪
問
開
始
、
十
一
月

採
用
試
験
解
禁
」
か
正
式
に
決
定
さ
れ

受
入
れ
側
の
企
業
サ
イ
ド
で
は
、
大
旨

こ
れ
を
歓
迎
す
る
空
気
が
支
配
的
で
あ

っ
た
が
、
送
り
出
す
側
の
私
学
団
体
の

一
つ
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
が
強
く
反

発
し
.
二
十
二
日
就
職
問
題
懇
談
会
を

開
き
、
就
職
斡
旋
事
務
を
既
定
ど
お
り

六
月
一日
よ
り
始
め
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
(同
月
三
十

一
日
に
は
私
大
協
、

私
大
懇
も
同
調
し
、
こ
の
動
き
は
私
立

大
学
総
体
に
波
及
し
た
。
)

こ
の
結
果
、
中
央
雇
用
対
策
協
議
会

が
決
定
し
た
「十
月
一
日
-
十
　
月
}

日
」
と
、
私
大
側
の
己
、月
一
日
-
七

月
一
日
」
の
方
針
が
対
立
し
、
労
働
省

企
業
、
私
立
大
学
当
局
ご
著
の
田」恐
が

か
ら
兎
口
い
、
学
生
不
在
の
就
職
協
定

問
題
は
、
そ
の
混
迷
の
度
を
深
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。

私
大
側
が
、
十
一
月
繰
り
下
け
に
反

対
し
た
理
由
は
、
①
採
用
解
参

工
⊥

月
に
す
る
と
卒
業
試
験
、
卒
論
の
作
製

入
掌
試
験
な
ど
と
重
な
り
、
学
生
の
負

担
が
大
き
く
な
る
、
②
す
で
に
七
月
解

禁
の
つ
も
り
で
就
職
ガ
イ
ダ
ノ
ス
な
ど

準
備
を
進
め
て
お
り
、
繰
り
下
げ
は
学

生
の
不
安
と
混
乱
を
招
く
、
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
裏
で
は
、
マ
ノ
モ

ス
大
学
な
ど
学
生
数
の
多
い
大
学
で
は

短
期
決
戦
に
な
る
と
就
職
の
斡
旋
を
さ

ば
き
き
れ
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た

よ
フ
で
あ
る
。

私
大
側
の
強
硬
な
姿
勢
に
よ
っ
て
二

本
立
て
と
な
っ
た
採
用
載
線
の
混
乱
を

収
拾
す
る
た
め
、
労
働
省
は
私
大
側
と

話
し
合
い
を
運
め
た
結
果
、
解
禁
日
統

一
の
方
向
で
努
力
す
る
こ
と
で
曾
意
に

た
っ
し
た
。

労
働
省
が
提
出
し
た
収
拾
案
は

「九

月
一
日
会
社
訪
問
開
始
、
十
一
月
一
日

就
職
試
験
解
禁
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
つ

け
て
、
私
大
連
は
四
月
二
十
四
日
学
生

就
駿

妻
開
き
検
討
し
た
結

果
、
労
働
省
の
収
拾
策
を
受
け
入
れ
る

こ
と
で
一致
を
み
た
。

収
拾
策
の
具
体
的
内
容
は
、
①
入
社

試
験
の
解
禁
日
は
既
定
通
り
十
一月
一

日
と
す
る
、②
堂
生
の
会
社
訪
問
、
会

社
の
求
入
活
動
開
始
日
は
一
カ
月
繰
り

上
け
て
九
月
一
日
か
ら
に
す
る
、
③
五

十
一
年
度
以
降
の
解
禁
日
に
つ
い
て
は

労
働
省
、
文
部
省
、
大
挙
、
企
業
の
四

者
で
十
分
に
協
議
し
て
決
め
る
。
た
だ

し
、
全
国
の
私
大
で
は
す
で
に
学
生
へ

の
就
職
説
明
会
の
全
日
程
を
終
え
て
お

り
、
こ
の
た
め
新
方
針
の
周
知
徹
底
も

れ
か
ら
、
や
む
な
く
お
こ
る
「六
月
会

社
訪
問
」
は
「就
職
に
関
係
な
い
会
社

見
学
」
と
し
て
認
め
て
い
く
、
と
い
っ

も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
合
意
に
よ
っ
て
、
混
乱
を
続
け

た
大
卒
就
職
解
禁
問
題
は
解
決
の
方
向

に
向
か
い
、
四
月
二
十
五
日
中
央
雇
用

対
策
協
議
会
拡
大
幹
事
会
に
お
い
て

「九
月
ー
十
一
月
」
が
承
認
さ
れ
、
五

月
七
日
の
総
会
で
正
式
に
決
定
さ
れ
た

た
だ
、
「六
月
会
社
訪
問
」
の
問
題
は

労
働
省
と
私
大
側
と
の
交
渉
の
過
程
で

出
さ
れ
た
、
暗
黙
の
了
解
に
過
ぎ
ず
、

名
文
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一部
新
聞
等
が
、

こ
の
問
題
を
大
き
く
と
り
あ
け
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
解
釈
上
の
混
乱
を
深
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
六
月
が
近
づ
く
に
し
た
が
っ

て
、
一部
私
大
側
に
、
掌
生
を
積
極
的

に
会
社
訪
問
さ
せ
る
動
き
が
み
ら
れ
た

た
め
、
協
定
の
実
質
的
空
洞
化
を
懸
含

し
た
労
働
省
は
、
五
月
十
二
日
、
企
業

の
抜
が
け
採
用
を
防
ぐ
た
め
、
中
央
雇

用
対
策
協
議
会
の
決
議
に
違
反
し
た
企

業
に
は
異
例
と
も
い
左
る
強
い
制
裁
措

置
を
決
め
、
協
定
期
日
を
守
る
よ
う
通

今
年
度
の
就
職
載
線
は
混
乱
か
予
想
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、

採
用
活
動
の
時
期

一解
禁
日
)
の
決
定
が
大
幅
に
遅
れ
た
た
め
で

あ
る
。
最
近
ま
で
、
大
字
側
、
企
業
側
、
行
政
当
局
三
者
に
、
規

制
に
つ
い
て
意
見
の
違
い
か
み
b
れ
た
た
め
に
一
層
芋
生
間
の
不

安
は
助
長
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
.
今
回
の
ア
ノ
ケ
ー
ト
は
、
九
-
弓
一月
協
定
」
対

す
る
企
業
側
の
方
針
を
中
し
に
回
答
を
求
め
た
。
以
下
に
そ
の
要

約
を
掲
載
す
る
。
採
用
数
し
つ
い
て
は
、
協
定
に
し
た
が
っ
て
昨

肩
の
採
用
実
績
を
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。
数
字
は
、
社
名
の
あ
と

に
、
上
か
ら
、
合
計
数

〔事
務
系

技
術
系

男
子

女
子
)
の

順
に
記
し
て
い
る
。

(第
二
回
特
集
号
九
月
一
日
発

行
で
は
、
各
企
業
の
採
用
予
定
数

角

載
す
る
予
足
)

(九
月
以
前
の
≠
生
の
訪
問
に

対
し
て
貴
社
は
ど
の
よ
つ
な
方
針

で
臨
ま
れ
ま
す
か
》
と
い
フ
質
問

に
対
し
て
は
、

促
す
」
?
弄
物
産
〕

潮
名
と
回
答
す
る
会
社
か
大
部
分
で
あ
っ

強
で
な
く
、
個
人
的
に
人
間
形
成
の
た
め
の
勉
強
が
必
要
」

〔大

た
。

同
製
鋼
)

36
名

(18
名

18
名

36
名

な
し
)

「日
本
の
産

(九
月
以
削
の
字
生
」
よ
る
入
社
案
内
等
資
桝
請
求
に
対
し
て
は
》
業
構
造
を
リ
ア
ル
な
目
で
み
つ
め
る
こ
と
。
人
物
に
あ
っ
た
堅
実

と
い
フ
質
問
に
は
、

て
優
良
な
中
堅
企
業
を
さ
か
す
こ
と
」
{三
菱
鉱
業
セ
メ
/
ト
)

O
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「

養

叩
穐

「九
71
よ
り
応
す
る
」
(土
子
製
紙
、

26
名

(11
名

15
名

26
名

な
し
〉

「九
月
}
日
以
降
送
付
」
(農
林
中
金
)

37
名

(37
名

な
し

37
名

な
し
〉

双
互社
概
況
容

営
業
報
告
替

等
は
配
布
す
る
」
(
興
亜
石
油
)

16
名

(5
名

11
名

16
名

な
し
)
な
と

訪
問
の
陽
の
対
応
と
同
し
よ
フ
に

協
定
を
順
守

す
る
企
業
が
多
い
と
い
尺
る
。

企

業

ア
ン
ケ
ー
ト

踊
導

3
♂・哺晦

各
社
と
も
協
定
順
守
へ

「九
ー
ナ
一月
協
定
順
守
の
方
針
に
た
ち
企
業
研
究
の
名
目
で
あ

っ
て
も
会
社
訪
問
は
受
付
け
な
い
」
(東
京
海
上
)

隈
名

(鵬
名

16
名

鵬
名

7
名
)
「中
央
雇
用
対
策
協
議
会
の
決
定
に
価
い

九
月
一
日
以
前
の
会
社
訪
問
は
一
切
お
こ
と
わ
り
し
ま
す
」
(三
菱

重
工
)

脳
名

(燭
名

糊
名
)
「原
則
的
に
は
、
中
央
雇
用
対

策
協
議
会
の
決
議
に
た
っ
た
採
用
活
動
を
行
い
ま
す
。
訪
問
者
に

対
し
て
は
そ
の
旨
明
ら
か
に
説
明
し
ま
す
」
(昭
和
電
工
)

82
名

(13
名

69
名
・
82
名

な
し
)

64
名

{64
名

な
し

45
名

19
名
)
「九
月
以
降
の
再
訪
を

「
一
切
受
入
れ
な
い
」
(日
不
銀
)
書
く
、
聞
く
、
話
す
)、
専
攻
分
野
と
そ
の
周
辺
分
野
F

¥噺r
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学生の動きはあまり見 られない一6月2日 丸の内て

{会
社
説
明
会
の
実
施
時
期
、
採
用
試
験
の
実
施
時
期
}
に
つ
い

て
は
、
ア
ノ
ケ
ー
ト
回
答
企
業
全
部
が

九
月
ー
十
一
月
以
降
と

答
え
て
い
る
。

(九
月
ま
で
の
期
聞
、
字
生
は
就
職
活
動
に
備
え
る
た
め
に
、
と

の
よ
う
な
勉
強
が
必
要
だ
と
お
考
え
で
す
カ
》
と
い
う
質
問
に
は

「専
門
科
目
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一般
教
養

人
聞
関
係
に
わ
た
る

幅
の
広
い
勉
強
を
さ
れ
た
い
」
(日
不
銀
)
「外
国
藷
{読
む
、

{大
協

石
油
>

40
名

(27
名

13
名

38
名

2
名
)

「大
掌
で
の
勉

44
名

(17
名

27
名

44
名

な
し
)
「夏
休
み
を
利
用
し
、

国
際
経
済
論

国
際
金
融
論
等
を
含
め
大
掌
生
と
し
て
の
幅
広
い

知
識
の
漉
養
を
は
か
る
と
と
も
に
、
我
が
国
基
幹
産
素
の
実
態
と

そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
充
分
研
究
し
て
ほ
し
い
」
(日
本
石
油
)

64
名

(36
名

28
名

64
名

な
し
)
「経
済
社
会
の
動
向
に

つ
い
て
の
正
確
な
知
識
と
判
断
、自
分
が
志
望
す
る
業
種
、企
業
に

つ
い
て
勉
強
す
る
と
共
に
、
自
分

の
適
正
に
つ
い
て
自
己
分
析
を
し

て
お
飛
こ
と
」
(中
小
企
業
金
融

公
庫
)

28
名

(28
名

な
し

28
名

な
し
)
「特
に
就
職
の
た

め
に
す
る
勉
強
は
不
要
。
大
学
の

専
門
の
勉
強
に
励
む
だ
け
で
す
。

た
だ
し
、
就
職
希
望
先
だ
け
は
ま

え
も
っ
て
は
っ
き
り
決
め
て
お
く
こ
と
」
(住
友
重
機
械
〕

蜘

名

{
17
名

鵬
名
)

採
用
実
績
数
の
回
答

(商
工
中
金
)

74
名

〔74
名

な
し

65
名

9
名
)

(旭
化
成
工
業
)

鵬
名

(87
名
・
柵
名

鋤
名

な
し
一

(安
田
人
災
海
上
)

鵬
名

{旧
名

6
名

恥
名

な
し
}

(三
菱
金
属
)

93
名

(23
名

70
名

93
名

な
し
)

達
左
出
し
た
。

こ
の
通
達
の
な
か
で
、①
企
業
研
究

に
名
を
借
り
た
も
の
を
含
め
て
、
九
月

以
前
に
求
人
沽
動
の
た
め
学
生
と
接
触

す
る
こ
と
を
禁
ず
る
、②

こ
れ
に
違
反

私
大

足
並
み
そ
ろ
う

混
乱
防
止

の

一
線
で

解
禁
日
を
め
く
る
混
乱
の
一
つ
に

私
大
側
の
足
並
み
の
乱
れ
が
あ
っ
た
が

全
体
と
し
て
は
、
六
月
一
日
直
前
の
段

階
で
、
九
月
-
十
一月
協
定
順
守
の
方

向
が
ま
と
ま
っ
た
よ
つ
で
あ
る
。

就
職
活
動
に
活
発
な
指
導

斡
旋
を

行
っ
て
い
る
私
立
各
大
学
で
は
、
す
で

に
協
定
成
立
前
の
四
月
段
階
で
蛍
生
に

一対
し
て
、
「六
月
-
七
月
協
定
」
の
内
容

で
カ
イ
ダ
ノ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
新
協

定
成
立
後
も
、
協
定
の
精
神
に
逆
行
す

る
よ
う
な
指
導
を
行
う
大
掌
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
足
並
み
の
乱
れ
は
、
ひ
い

て
は
、
協
定
の
空
洞
化
を
招
か
な
い
と

も
い
尺
ず
、
労
働

文
部
両
省
は
、
協

定
成
立
後
も
、
私
立
各
大
学
に
対
し
て

積
極
的
な
行
政
指
導
を
行
っ
た
結
果
、

最
悪
の
事
態
は
避
け
ら
れ
た
わ
け
で
あ

る
。多

く
の
私
立
大
学
で
は
、
五
月
段
階

で
、
ガ
イ
ダ
/
ス
を
や
り
直
し
、
新
協

定
を
説
明
す
る
と
と
斐
に
、
厳
し
さ
が

予
想
さ
れ
る
今
年
の
就
職
戦
線
に
対
し

て
、
学
生
の
細
か
な
相
談
に
応
し
る
努

力
が
統
け
ら
れ
て
い
る
。

慶
応
大
学
就
職
部
の
話

「就
職
活
動

に
関
す
る
指
導
は
九
月
一
日
以
前
は
い

し
た
企
業
に
は
例
年
に
な
い
重
大
な
決

意
で
対
応
す
る
、
等
か
明
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
と
前
後
し
て
、
企
業
サ
イ
ト

に
お
い
て
も
全
銀
協
(全
国
銀
行
協
会
)

を
中
心
に
、
大
手
五
大
商
社
等
の
業
界

団
体
も
か
た
い
申
し
合
せ
を
お
こ
な
い

「九
月
ま
で
は
学
生
の
会
社
訪
問
お
断

り
」
の
動
き
は
定
着
し
て
き
た
よ
う
で

あ
る
。

し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。

六
月
二
日
に
各
社
r
訪
れ
た
.子
生
の

数
は
、
例
年

干
名
以
上
の
学
生
か
殺

到
し
て
い
た
人
気
企
業
の
な
か
て
、
最

も
多
い
と
こ
ろ
で
百
名
く
b
い
で
あ
り

学
生
は
受
付
で
渡
さ
れ
た
チ
ラ
ノ
や
、

係
の
人
の
説
明
を
聞
い
て

納
得
し
て

帰
っ
て
い
く
、
と
い
つ
光
景
が
各
社
で

見
ら
れ
た
。
訪
問
掌
生
は

三
日
に
な

る
と
さ
ら
に
減
り
、
二
週
目
を
迎
え
た

九
日
に
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る

こ
う
し
て
、
予
想
さ
れ
た
芋
生
の
企

業
へ
の
殺
到
は
見
ら
れ
ず

就
職
活
動

は
、
実
質
的
に
も
九
月
力
り
始
ま
る
こ

と
が
確
定
的
と
な
っ
た
。

っ
さ
い
し
な
い
。
学
生
の
六
月
一
日
以

降
の
会
社
訪
問
は
か
っ
て
に
学
生
が
行

く
も
の
ま
で
は
指
導
で
き
な
い
が
、
会

社
訪
問
は
九
月
一
日
以
降
に
す
る
よ
つ

に
伝
え
て
あ
る
。
た
だ
、
就
職
に
関
す

る
相
談
に
は
随
時
応
し
る
」
。

中
央
大
学
就
職
部
の
話

「九
月
一
日

以
降
会
社
訪
問
、
十
一
月
一
日
以
降
採

用
試
験
ぎ
守
る
。
学
生
の
会
社
訪
問
に

関
し
て
は
九
月
一
日
以
前
に
行
く
学
生

が
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
学
と
し

て
は
九
月
闇
日
以
降
に
行
く
よ
フ
に
指

導
し
て
い
る
」。

ま
た
、
私
人
連
耽
職
問
題
協
爽
瓜
の

委
員
長
を
も
務
め
て
い
る
法
政
人
～就

職
部
長
の
薬
帥
寺
義
氏
は
こ
の
間
の
問

題
に
つ
い
て
次
の
よ
フ
に
説
明
し
て
い

る

。1

九
月
-
十
一
月
協
定
を
め
ぐ
る

混
乱
に
つ
い
て

「九
月
一
日
に
会
社
訪
問
し
て
も
不
利

な
こ
と
の
な
い
よ
う
な
企
業
側
の
対
応

が
必
要
で
あ
る
。
本
来
、
会
社
見
学
や

研
究
は
自
由
に
行
つ
へ
き
も
の
で
あ
り

六
月
～
九
月
の
間
の
解
釈
の
問
題
は
、

九
月
一
日
の
説
明
を
知
ら
な
か
っ
た
学

生
が
会
社
＼
行
っ
た
時
の
対
応
に
つ
い

て
の
こ
と
で
あ
っ
た
」

1

私
大
側
の
足
並
の
乱
れ
に
つ
い

て「人
筋
に
つ
い
て
ば
と
こ
も
同
し
だ

と
響
つ
カ
、
各
人

予
の

千生
の
体
質
な

と
か
違
,
た
り
し
ζ
、
就
臓
指
導
の
仕

力
に
も
ス
レ
カ
あ
る
。
そ
れ
が
、
四
月

意
外
に
少
な
い
訪
問
学
生

六
月
二
日

キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
浸
透

か

就
職
解
禁
日
の
新
協
定

(会
社
訪
問

九
月
一
日
以
降
、
採
用
試
験
十
月
一
日

以
降
)
が
成
立
し
て
以
降
も
、
い
わ
ゆ

る
「六
日
媒
耳社
見
字
」
か
、
あ
た
か
も

協
乏
の
付
帯
事
項
で
あ
る
よ
つ
に
一
部

マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
て
い
た
か
、
五

月
ー
二
日
付
労
働
省
職
業
安
定
局
通
達

」
よ
り
、
九
局
一
日
以
前
の
企
業
側
採

用
押
当
者
と
学
生
と
の
接
触
(企
業
研

究
等
の
名
葬
借
り
た
も
の
を
含
め
て
)

を
禁
止
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
六
月
一

日
以
降
の
学
生
の
動
行
が
注
目
さ
れ
て

い
た
。

し
カ
し
、
六
月
二
日
の
日
本
の
ビ
ノ

ク
ビ
ノ
ネ
ス
街
丸
の
内
に
は
目
立
っ
た

f
生
の
動
き
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

例
年
、
就
職
の
た
め
の
会
社
訪
問
解

禁
日
に
は
、
詰
襟
姿
の
学
生
た
ち
が
丸

の
内
界
隈
に
殺
到
す
る
光
景
が
見
ら
れ

た
が
、
今
年
は
会
社
訪
問
が
九
月
一
日

以
降
に
決
ま
っ
た
こ
と
を
学
生
側
も
マ

ス
コ
ミ
報
遺
等
で
す
で
に
知
っ
て
い
る

た
め
と
田
」わ
れ
る
。

そ
れ
で
も
、
例
年
に
な
い
不
況
と
就

職
解
禁
日
協
定
の
変
更
等
で
不
安
に
な

っ
た
学
生
が
丸
の
内
界
隈
を
歩
い
て
い

る
光
景
は
わ
ず
か
な
が
ら
見
ら
れ
た
。

慶
応
大
学
経
済
学
部
の
S
君
は

「採

用
時
期
が
遅
れ
た
こ
と
は
い
や
な
こ
と

が
延
び
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ま
り
気
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
九
月
一
日
以
降
に
延

び
て
も
あ
ま
り
関
係
は
な
い
と
田
」
い
ま

す
。
ほ
か
の
学
生
が
会
社
訪
問
を
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
田」
っ
て
様
子
を

見
に
来
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
学
生
の
姿

を
見
か
け
な
い
の
で
就
職
活
動
は
九
月

一
日
以
降
に
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
一

応
、
金
触
と
損
保
の
会
社
に
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
受
付
で
会
社
訪
問
は
九
月

一
日
以
降
に
し
て
下
さ
い
と
い
う
ち
ら

し
を
も
ら
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
」
と

こ
の
間
の
協
定
変
更
の
混
乱
を
あ
ま
り

気
に
し
て
い
る
様
子
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、立
教
大
学
商
掌
部
の
H
君
は
、

「以
前
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
時
、
就
職
部

の
職
員
は
六
月
に
な
れ
ば
ど
し
ど
し
志

望
の
会
社
へ
訪
問
す
る
よ
っ
い
っ
て
い

た
の
で
釆
た
の
で
す
が
、
学
生
の
会
社

訪
問
の
受
付
は
九
月
一
日
以
降
と
い
う

こ
と
で
と
う
し
よ
フ
か
と
田」
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
、
就
職
協
定
の
変
更
に
よ

っ
て
予
想
さ
れ
た
学
生
側
の
混
乱
は
、

意
外
に
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

有
力
企
業
各
社
に
問
い
合
わ
せ
て
み

て
も
、
人
事
担
当
者
は
一
様
に
学
生
の

動
き
の
不
活
発
さ
を
意
外
な
気
持
で
受

け
と
め
て
お
り
、
同
時
に
内
心
ホ
ノ
と

学
生
の
訪
問
お
こ
と
わ
り
の
掲
示
1
日
本
鋼
管
受
付
で
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懸
含
さ
れ
て
い
た
学
生
の
積
極
的
な

会
社
訪
問
も
、
六
月
第
一週
を
見
る
か

ぎ
り
田」
っ
た
よ
り
少
な
く
、
混
乱
の
続

い
て
い
た
A
7年
の

「九
月
-
十
一
月
協

定
」
問
題
も
、
こ
こ
に
き
て
よ
つ
や
く

各
界
の
了
解
占
に
達
し
た
よ
つ
だ
。

今
年
二
月
、
国
会
に
お
け
る
労
働
大

臣
の
答
弁
に
端
を
発
し
た

「青
田
買
い

自
粛

規
制
」
問
題
の
再
考
論
議
は
、

す
る
た
め
決
め
ら
れ
た
の
力
四
十
八
年

不
安
は
、
混
乱
の
度
合
に
比
例
し
て
入

國

度
の
中
央
雇
用
対
策
協
議
会
に
よ
る

き
く
な
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
私
立
大

「五
月
i
七
月
協
定
」
で
あ
っ
た
。

学
に
あ
っ
て
は

不
況
に
ょ
る
雇
用
削

か
、
当
初
は
、
文
部
省
が
中
し
に
な
り

こ
の
協
定
は
、
「ニ
カ
月
間
の
採
用

減
に
伴
っ
て

就
職
沽
動
の
厳
し
さ
が

大
学
側
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
た
め
の

活
動
」
を
決
め
て
い
た
が
、
実
質
的
に

予
想
さ
れ
、
「六
月
問
題
」
の
私
立
各

.紳
士
的
'
な
も
の
で
あ
っ
た
。

は
、
い
わ
ゆ
る

ノ
バ
つ
け

に
よ
る
内

大
芋
の
見
解
の
乱
れ
が
【干
圧
の
不
安
を

そ
れ
が
、
む
し
ろ
企
業
側
か
ら
す
る

定
続
出
を
生
み
、
ま
た
、
協
定
違
反
企

増
幅
さ
せ
た
。
こ
の
こ
と
に
対
す
る
一

青
田
買
い

に
対
す
る
規
制
と
し
て
業
に
対
す
る
措
置
の
弱
さ
な
ど
も
あ
っ
部
マ
ス
コ
ミ
や
一部
私
大
当
局
の

.誤

問
題
に
な
り
は
し
め
た
の
は
、
60
年
代

て
、
企
業
側
は

,タ
テ
マ
エ

と

ホ

解
の
拡
大

と
し
カ
い
い
よ
フ
の
な
い

の
後
半
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
背

景
に
は
、
日
本
経
済
の
急
激
な
成
長
が

あ
っ
た
。
各
企
業
力
,よ
り
良
き
人
材

徹
底
し
た

"字
生
不
在
'
の
な
か
で
進

を
大
量
に
求
め
て
、
す
で
に

〈自
由
応

め
ら
れ
て
き
た
。
い
ま
、
こ
の
問
題
を

募
制
〉
の
定
着
し
た
文
科
矛
学
生
に
対

考
又
直
す
に
あ
た
っ
て
強
調
し
た
い
の

し
て
猛
烈
な
採
用
合
戦
を
く
り
広
げ
、

は
ま
ず
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
六

紳
士
協
定
'
は
全
く
空
洞
化
し
た
。

月
直
前
に
ゐ
け
る

混
乱
防
止

の
一
四
年
の
五
、
六
月
頃
の
内
定
は
常
識
と

線
で
、
乱
れ
の
あ
っ
た
私
大
側
が
歩
調

な
り
、

お
こ
し
た
今
耳
の
就
職
載
線
て
あ
る
カ

は
か
ら
す
も

こ
の
こ
と
は
様
々
な
閏

題
の
本
質
を
明
b
カ
に
し
て
み
せ
た
。

ま
す
、
こ
と
の
発
端
と
な
っ
た

「内

定
取
り
消
し

自
宅
待
機
」
の
続
出
が

企
業
側
し
安
定
成
長
期
F
の
採
用
沽
動

を
強
く
自
覚
さ
せ
る
契
機
と
な
,
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
二
と
は
、
字
生
側
に

と
っ
て
も
、
促
来
の
よ
う
な
一
方
的
な

売
り
手
市
場
に
安
住
す
る
と
い
つ
態
度

に
反
省
を
う
な
か
し
て
い
る
。
一人
の

人
間
の
将
来
の
針
路
決
定
も
、
労
働
ヵ

市
場
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
は
自
由
で
は

な
い
と
い
つ
、
冷
厳
な
事
実
に
直
面
し

て
い
る
の
か
、
現
在
の
字
生
て
あ
る
。

ま
た

「六
月
問
題
」
の
混
乱
の
背

景
に
は
、
私
人
当
局
の
'あ
せ
り

が

こ
れ
は
教
育
の
問
題
と
し

て
は
マ
ス
プ
ロ
教
育
の
肥
大
化
と
し
て

社
会
的
な
問
題
と
し
て
は
い
わ
ゆ
る
掌

カ
ず
想
さ
れ
て
い
る
A
7年
の
就
職
載
線

て
あ
る
力

安
定
成
長
期
に
お
け
る
採

用

就
職
括
動
と
し
て

今
後
の
教
訓

と
す
る
た
め
に
も
、
九
月
力
り
の
公
正

な
活
動
を

f生

企
業
側
双
方
に
望

み
た
い
も
の
て
あ
る
。

二
十
五
日
以
前
の
労
働
省
と
の
交
渉
の

過
程
で
の
解
釈
の
違
い
に
表
れ
た
。
だ

が

そ
う
し
た
解
釈
上
の
問
題
が
原
因

や
今
後
混
乱
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
の

で
、
九
月
ー
十
一
月
の
大
ワ
ク
を
順
守

す
る
方
向
で
一
致
し
た
い
」

な
お
、
就
職
活
動
に
対
し
て
従
釆
か

ら
形
式
的
な
糧
小
以
外
は
あ
ま
り
行
わ

な
い
国
立
各
大
学
も
、
当
賦
に
も
協
定

に
沿
っ
た
指
導
を
行
つ
も
の
と
み
ら
れ

協
定
が
、
大
学
側
か
ら
崩
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
っ
た
一
時
期
の
不
安

は

一
掃
さ
れ
た
。

国
家
公
務
員
試
験

合
格
発
表
遅
ら
す

民
間
企
業
の
就
職
解
禁
日
の
繰
り
下

け
に
と
も
な
い
、
人
事
院
は
国
家
公
務

員
上
級
試
験
の
日
程
を
左
記
の
如
く
変

更
し
た
。

試
験
日
七
月
十
三
日
は
変
ら
ず

最
終
合
格
発
表
日
を
九
月
二
十
日
よ

り
十
一
月
一
日
に
繰
り
下
け
る
。

労
働
省
で
は
、
例
年
に
な
い
厳
し
い

姿
勢
で
A
7回
の
九
月
-
十
一月
規
制
に

臨
ん
で
い
る
が
、
九
月
以
前
に
お
け
る

企
業
側
の

"抜
け
が
け
"
が
協
定
の
空

洞
化
を
意
味
す
る
以
上
、
そ
の
行
政
指

導
上
の
責
任
は
大
き
い
、
と
い
凡
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
問
題
に
直
接
あ
た
っ

て
い
る
労
働
省
職
萎

定

局
の
村
水
典
生
氏
に
イ
!

タ
ヴ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

ー

九
月
以
前
に
お
け

る
労
働
省
と
し
て
の
規
制

指
堕
芳
針
に
つ
い
て

村
永

と
に
カ
<
、
掌

生
力
動
き
始
め
る
こ
と
を

防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
,
五
月
中
に
も
、
様
々

な
マ
ス
コ
ミ
を
利
用
し
て

協
定
の
P
R
を
行
っ
た
り

文
書
の
配
布
を
行
っ
た
が

今
後
と
も
、
よ
り
積
極
的

に
行
つ
つ
も
り
だ
。

-

協
定
違
反
企
業
に

対
し
て
の
処
置
に
つ
い
て

某

各
都
道
府
県
の

公
共
職
安
等
を
通
し
て
監

1

私
学
側
の
足
並
が
そ
ろ
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

村
永

五
月
二
十
九
日
に
私
大
連
学

生
就
職
問
題
委
員
会
を
召
換
し
て
、
九

月
i
十
一月
の
再
確
認
を
行
っ
た
。
ま

た
、
文
部
省
か
ら
も
文
書
が
配
布
さ
れ

て
い
る
の
で
、
四
月
、
五
月
段
階
で
の

糊照 讐蟹 犠蝋幾就静一

強 い姿 勢 で 臨 む

協定順守のために

 

視
は
恵
ら
な
い
。
協
定
は
企
業
が
主
体

的
に
順
守
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、

労
働
省

文
部
省
が
側
面
か
b
指
導
す

る
。
協
定
遠
反
の
企
業
に
対
す
る
制
裁

は
第
一義
的
目
的
で
は
な
い
が
、
労
働

省
通
遠
に
明
記
し
た
三
つ
の
措
置
(注
)

は
考
え
て
い
る
。

一定
の
混
乱
は
収
拾
さ
れ

た
と
み
て
い
る
。

-
坐

生
に
対
し
て

晶製

今
年
の
規
制
は

企
業
に
と
っ
て
概
夫
掌
生

に
と
っ
て
も
遅
い
方
が
良

い
と
考
え
て
い
た
の
で
、

九
月
ー
十
一月
規
制
は
望

ま
し
い
も
の
だ
と
田」う
。

堂
生
も
、
協
定
の
主
旨
を

充
分
理
解
し
て
、
公
止
な

就
職
磧
動
を
し
て
ほ
し
い

①
睾

に
対
す
る
職
業
紹
介
の
停
止
、②
雇
用

保
険
法
に
ょ
る
助
成
の
取
止
め
、
③
不

良
求
人
と
し
て
の
公
表
、
の
三
つ
で
あ

り
、
労
働
省
が
行
つ
行
政
指
導
と
し
て

は
異
例
の
強
い
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。

ノ
オ

の
使
い
分
け
に
よ
っ
て
微
妙
な

キ
ャ
/
へ
ー
ノ
に
も
責
任
の
一
た
ん
は

バ
ラ
ノ
ス
を
と
っ
て
き
た
、
と
い
っ
の

あ
る
。

が
実
情
で
あ
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
協
定
の
公
正
な
順
守
を

今
回
の
協
定
問
題
の
混
乱
の
背
景
の

望
ん
で
い
た
人
々
は
、
最
後
の
不
安
と

一
つ
に
、
こ
つ
し
た
企
業
相
互
の
不
信

し
て
残
さ
れ
て
い
た
六
月
初
旬
の
三
生

感
や
、
大
静

界
生
側
か
bす
る
企
業

側
の
積
極
的
な
会
社
訪
問
が
、
予
想
外

へ
の
不
信
感
力
あ
っ
た
こ
と
は
舌
め
な

」
少
な
か
っ
た
こ
と
〔六
月
第
二
週
に

い
だ
ろ
フ
。
そ
う
い
フ
意
味
で

労
働

は
ほ
と
ん
と
な
く
な
っ
た
)
で
、
胸
を

(注
)
三
つ
の
措
置

五
月
十
二
日
に
労
働
省
が

職
萎

定
局
長
名
で
全
国

一
万
社
の
企
業
に
荏
符
し

た
通
達
の
中
に
あ
る
違
反

企
業
へ
の
制
裁
措
置
で
、

高
校
卒
そ
の
他
一
般
求
人

二
年
の
段
階
か
や
写
生
は
就
職

省
の
制
裁
措
置
を
も
含
め
た
強
い
姿
勢

な
で
お
ろ
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、労

あ
っ
た
が

を
合
わ
せ
た
こ
と
な
と
は
、
救
い
で
あ

戦
線
に
ま
き
こ
ま
れ
る
状
態
が
生
み
出

は
、
公
正
さ
の
原
則
力
ら
も
、
∠
要
不

働
省
の
キ
ャ
ノ
へ
ー
!
も
さ
る
こ
と
な

っ
た
と
は
い
尺
る
。

さ
れ
た
。

可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
と
田しわ
れ
る
。

が
ら
全
銀
協
を
は
し
め
と
し
た
、
各
業

採
用
時
期
を
関
係
者
の
協
定
と
い
つ

こ
つ
し
た

青
田
買
い

か
b
、
は

今
回
の
協
定
問
題
の
混
乱
は
、
当
の

界
団
体
や
企
業
の
内
部
的
な
自
主
規
制

校
差
の
存
続
と
し
て
、
今
後
の
大
き
な

か
た
ち
で
規
制
し
あ
つ
よ
っ
に
な
っ
た

て
は

'種
モ
ミ
買
い
'
と
も
い
わ
れ
た

主
人
公
で
あ
る
学
生
を
無
視
し
て
き
た

に
負
つ
と
こ
ろ
大
と
い
え
る
。

課
題
と
な
る
で
あ
ろ
っ
。

の
は
戦
後
間
も
な
く
の
こ
と
で
あ
っ
た

悪
化
一
方
の
就
職

採
用
活
動
を
是
正

こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
が

学
生
側
の

何
か
ら
何
ま
で
異
例
な
論
議
を
ま
き

一
説
に
は
、
「就
職
浪
人
」
の
続
出

懸賞論文のお知 らせ

商工組合中央金庫(商 工中金)で は、広 く全

国各大字学生に呼 ひかけて、懸賞論文(六 回目)
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論題 「これからの 日本経済 と中小企業」
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営、万働 、金融、組織などの個別的問

題 を論 したものでもよく適宣内容を選
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、若
者
」
と
い
う
こ
と
ば
に
は
、
奇
妙
な
媚
が
ま
と

わ
り
つ
い
て
い
る
。
大
人
と
し
て
の
社
会
的
責
任
の
範

囲
か
ら
多
少
逸
脱
し
て
も
大
目
に
み
て
も
ら
え
る
し
、

大
人
の
社
会
に
相
対
し
た
と
き
の
悩
み
や
怒
り
は
、
常

に
美
化
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
対
応

と
い
う
の
は
、
い
っ
て
み
れ
ば
大
人
た
ち
が
暗
黙
の
う

ち
に
「
い
ず
れ
は
分
る
さ
」
と
い
う
常
套
句
を
は
く
の

と
丹
じ
意
味
で
あ
っ
て
、
若
者
讃
美
の
こ
と
ば
の
裏
に

は
、
⊥
か
ら
見
下
す
よ
う
な
同
情
が
ベ
ノ
ト
リ
と
く
っ

つ
い
て
い
る
の
を
誰
し
も
知
っ
て
い
る
。
そ
し
て
人
聞

の
成
長
と
い
う
も
の
は
、
そ
う
し
た
体
験
を
等
し
く
経

て
オ
ト
ナ
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
仮
に
い
く
ら
か

の
異
論
や
反
撹
を
ぶ
つ
け
て
も
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
そ

う
し
た
ス
タ
イ
ル
に
同
化
し
、
こ
と
ば
を
踏
襲
し
て
い

る
自
分
に
気
付
く
、
と
い
う
わ
け
て
あ
る
。
若
者
と
い

う
こ
と
ば
に
は
、
そ
の
か
ぎ
り
で
、
侮
蔑
の
意
味
が
こ

め
ら
れ
て
い
る
の
に
等
し
い
。

と
こ
ろ
で
、
昨
今
は
、
こ
の
著
者
論
の
ち
ょ
っ
と
し

た
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
ブ
ー
ム
の
き
っ
か
け
は
い
く
つ
か

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
世
界
的
に
み
て
も
、
若
者

文
化
が
話
題
に
上
っ
た
の
は
ほ
ぼ
60
年
代
半
ば
以
降
か

ら
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
ヒ
ノ
ピ
ー
と
呼
ば
れ
る
流
浪
世

代
の
登
場
に
は
じ
ま
り
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
爆
発
的
な
ブ

ー
ム
を
背
景
に
し
て
、
長
髪
と
ジ
ー
ノ
ズ
文
化
が
世
間

を
席
捲
し
て
ゆ
く
。
ア
!
グ
ラ
芸
術
や
フ
ォ
ー
ク
ブ
ー

ム
も
そ
の
傍
流
に
あ
る
。
そ
し
て
、
68
～
70
年
に
ほ
ぼ

全
世
界
に
巻
き
起
っ
た
反
体
制
運
動
の
昂
揚
。
既
成
の

権
威
に
根
底
か
h
闘
っ
た
こ
の
時
期
は
、
松
原
治
郎
氏

に
よ
れ
ば

"青
年
革
命
の
時
代
"
と
呼
ぷ
そ
う
で
め
兎

(こ
う
し
た
一連
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
松
原
氏
の
「日

本
胃
年
の
意
繊
構
造
じ
ー
弘
文
堂
刊
1
に
く
わ
し
い
)

出
す
る
の
は
至
難
の
技
で
あ
る
。
ど
の
よ
つ
な
論
理
的

な
解
釈
を
ほ
ど
こ
そ
う
と
、
苔
意
的
な
感
情
移
入
に
よ

っ
て
物
わ
か
り
の
良
い
と
こ
ろ
を
み
せ
て
も
、
そ
こ
か

ら
落
ち
こ
ほ
れ
て
い
る
も
の
を
拾
い
あ
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
「逆
説
的
現
代
考
」
と
い
う
新
書

は
こ
う
し
た
若
者
論
の
流
れ
の
ひ
と
つ
だ
が
、
統
計
的

分
析
で
は
な
く
、
若
者
の
ミ
ク
ロ
な
行
動
の
軌
跡
を
追

う
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
弊
害
か
ら

わ
ず
か
に
逃
れ
て
い
る
。
何
よ
り
も
興
味
深
い
の
は
、

編
集
ス
タ
ノ
ブ
が
、
全
国
の
大
学
か
ら
集
ま
っ
た
現
役

の
単
生
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
同
世
代
人

の
証
言
と
し
て
、
あ
る
い
は
社
会
に
対
す
る
‡
誰張
と
し

て
の
生
の
声
が
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
。
さ
き
の
評
論

家
遵
中
の
論
稿
が
、
お
し
な
ぺ
て
、
若
者
の
.甘
さ
'

と
重
な
り
合
わ
さ
れ
て
鋭
い
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

「こ
こ
に
工
場
が
来
て
、
す
く
に
漁
が
駄
目
に
な
る
こ

と
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
け
ど
、
十
年
先
二
十
年

先
に
は
、
だ
ん
だ
ん
駄
目
に
な
っ
て
い
く
ん
だ
。
そ
し

た
ら
、
俺
や
俺
の
子
供
か
演
や
ろ
っ
た
っ
て
で
き
な
い

ん
だ
」
と
い
つ
角
師
の
こ
と
ば
は
、
工
業
化
を
推
し
進

め
て
き
た
現
代
日
本
の
文
明
の
矛
盾
を
期
せ
ず
し
て
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
各
地
の
実
顕
地
で
一
体
生
宿
を
お
く
り

「現
代
の
コ
ミ
ュ
ー
ノ
」
を
形
成
し
て
い
る
山
岸
会
を

レ
ボ
ー
ト
し
た
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
実
験
」
で
は
「
い
か

な
る
絶
対
的
権
威
も
な
く
、
絶
え
ず
本
当
は
ど
つ
か
と

そ
の
時
呉
に
お
け
る
最
高
、
最
善
、
最
終
的
な
も
の
を

見
出
し
て
実
行
し
て
い
く
方
法
と
し
て
の
璽

を

通
し
て
、
労
働
-
家
族
-
人
闇
関
係
と
い
う
人
間
の
基

現
代
の
矛
盾
を
別
挟

興
味
深
い
、若
者
の
生
の
声

60
年
代
中
期
か
ら
現
在
に
到
る
10
年
聞
は
た
し
か
に

既
成
の
文
化
や
社
会
の
水
準
か
ら
屹
立
し
た
ユ
ー
ス
カ

ル
チ
ュ
ア
を
形
成
し
た
と
い
っ
て
も
決
し
て
過
貫
で
は

な
い
。
昨
今
の
若
者
驕
ブ
ー
ム
に
は
、
こ
フ
し
た
ユ
ー

ス
カ
ル
チ
ュ
ア
ー
新
し
い
世
代
の
台
頭
1
の
揺
ぎ
な
い

位
置
に
対
す
る
正
直
な
驚
き
が
あ
る
し
、
そ
の
範
囲
丙

で
の
小
う
る
さ
い
ほ
ど
の
是
非
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
例
に
よ
っ
ぞ
鹿
爪
ら
し
い
解
釈
論
議
好
き
の

一言
居
士
た
ち
の
論
稿
が
多
い
が
、
論
証
の
資
料
が
い

ず
れ
も
、
総
理
府
の
「青
少
年
調
査
」
や
、
よ
く
挙
げ

ら
れ
る
「世
界
青
住
意
識
調
査
」
等
の
結
果
が
駆
使
さ

れ
て
い
る
の
は
ど
の
論
稿
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

調
査
は
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
興
昧
深
い
も
の
に
は
ち

が
い
な
い
が
、
統
計
的
数
字
か
ーh
回
答
者
の
感
情
葬
抽

を
批
判
的
に
述
べ
結
論
づ
け
て
い
る
の
に
"
す
る
、
ひ

と
つ
の
反
論
と
し
て
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

内
容
は
一部
と
二
部
に
分
か
れ
て
い
て
、
一部
で
は

編
集
ス
タ
ノ
フ
で
あ
る
学
生
が
10
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

渦
中
の
個
人
や
集
団
を
直
接
取
材
し
、
20
枚
程
度
の
レ

ポ
ー
ト
に
ま
と
め
あ
げ
、
オ
ム
ニ
バ
ス
風
に
構
成
さ
れ

て
い
る
。
テ
ー
マ
ご
と
の
関
連
は
な
い
が
、
い
ず
れ
も

病
め
る
現
代
の
種
々
相
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。
た
と
兀
ば
、
U
タ
ー
ー
現
象
を
テ
ー

マ
に
し
た
「波
濤
の
中
へ
」
で
は
、
殺
伐
と
し
た
都
市

文
明
ー
都
市
生
活
を
嫌
悪
し
て
帰
郷
し
、
漁
師
と
し
て

再
出
発
し
た
若
者
が
、
折
り
し
も
そ
の
地
に
工
場
進
出

問
題
が
持
ち
あ
が
り
、
住
民
運
動
の
渦
中
に
身
を
投
し

て
ゆ
く
過
程
が
、
漁
師
と
し
て
の
た
く
ま
し
い
生
き
方

輌
ー

恥

1

本
的
な
問
題
に
つ
い
て
問
い
つ
め
る
若
者
の
姿
が
描

難
鍵

灘
墜

羅
欝
醒
難
鋼選

譲
灘
織鍵

朔
轟
薦
灘
騒
璽

た
試
み
が
生
ま
れ
て
く
る
の
は
、
少
し
で
も
時
代
に
対

灘
鎧

転換期の職業意識
全国調査の結果から

1

全日本学生新聞達盟(委 員長富京都大学新聞

社)が 昨年12月 に、全国の大学生(現4年 生)

を対象 に行った 「学生の職業意識全国調査」の

結果と分析を以下 に掲載する。 ここで は対象大

学のうち12大学(北 大、東北大、東大、一橋大、

横浜国大、名大、京大、阪大、神戸大、九大、

早大、慶応 大)の 文科系 にしぼって、検討 して

みた。

設 問v【

あなたが進路 を選択する場合、次の項 目のな

かから、重視する選択条件を選んて下さい。三

つ までいくつでもかまいません。

設問V
あなたは社会人と して とのような生活信条 を

もって生 きたいと思 いますか。

昨
年
と
の
比
較
で
特
徴
的
な
の
は
、

回
答
の
ベ
ス
ト
2
で
あ
る
「当
該
の
進

路
の
社
会
的
性
格
」
「充
実
し
た
仕
事
」

の
対
全
回
答
比
の
向
上
で
あ
り
、
い
わ

ゆ
る
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
派
に
選
ば
れ
る

「高
賃
金
」
「余
暇
の
多
い
仕
事

」
「週

休
二
日
制
」
な
ど
の
後
退
が
目
立
つ
。

昨
年
ま
で
の
「売
り
手
市
場
」
の
就
職

戦
線
が
、
こ
の
不
況
で
す
っ
か
り
様
変

り
し
た
こ
と
の
反
映
と
い
え
る
で
あ
ろ

つ
。
こ
の
な
か
で
、
「進
路
の
社
会
的

性
格
」
を
重
視
し
て
い
る
の
は
、
国
立

系
の
法
学
部
学
生
で
あ
り
、
「充
実
し

た
仕
事
」
へ
の
志
向
は
、
早
慶
や
、
国

立
大
学
経
、
商
で
強
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「生
活
信
粂
」
を
問
フ
設
問
は
、

昨
年
の
調
査
で
も

「
モ
ー
レ
ノ
派
」
か

ら
「ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
派
」
へ
と
い
っ

傾
向
が
指
摘
さ
れ
、
μ孟
土
の
小
市
民
化

と
エ
ゴ
イ
ス
ト
化
が
批
判
さ
れ
た
。
こ

の
12
大
学
に
つ
い
て
い
う
限
り
、
受
験

戦
争
の
序
列
の
枠
で
全
堂
生
層
に
対
し

て
は
50
分
の
ー
、同
世
代
に
対
し
て
は
、

励
分
の
1
以
内
と
い
つ
「超
エ
リ
ー
ト
」

で
あ
る
。
そ
の
正
邪
は
別
に
し
て
「社

会
の
指
導
的
地
位
に
立
つ
」
と
官
言
す

る
も
の
は
、
そ
の
な
カ
で
10
人
に
1
人

で
あ
る
。
一方

「社
会
的
に
有
意
義
な

活
動
に
取
り
組
む
」
と
い
り
人
が
4
人

に
1
人
あ
り
、
自
己
を
誓
互と
の
対
峙

関
係
に
お
い
て
考
え
て
い
る
学
生
が
、

合
わ
せ
て
35
%
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も
う
一
ケ
タ
学
生
数
の
少
な
い
時
代

の
エ
リ
ー
上
意
識
と
比
較
す
る
こ
と
は
.

こ
こ
で
は
無
意
味
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、

既
成
の
社
会
秩
序
の
中
で

「社
会
の
指

導
的
地
位
に
立
」
と
う
と
す
る
学
生
よ

り
も
、
「社
会
的
に
有
意
義
な
橘
動
」

を
目
ざ
そ
う
と
す
る
学
生
が
増
え
て
い

る
こ
と
を
、
世
間
の
評
判
と
は
別
に
指

摘
し
て
お
き
た
い
。

股間1

いま、大学生活をづ・りかλ ってみて、あなた

の学生生活の中心は何 におかれてい ましたか。

例
年
、
こ
の
12
大
学
か
ら
企
業
へ
就

と
い
え
る
。

率
が
高
い
。
こ
の
あ
た
り
に
・
企
業
へ

職
す
る
学
生
の
大
半
か
、
い
わ
ゆ
る
大

学
部
間
の
相
違
で
は
、
法
学
部
の
掌

向
く
か
公
務
員
に
向
く
か
・
の
分
か
れ

企
業
へ
流
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は

生
に
大
企
業
否
定
評
価
型
が
多
く
、
逆

目
が
あ
り
そ
つ
で
あ
る
。

こ
の
大
企
業
の
イ
メ
ー
ノ
の
調
査
は
、

に
、
商
学
部
の
学
生
は
肯
定
評
価
の
比

就
職
動
機
あ
る
い
は
企
業
選
択
理
由
を

知
る
こ
と
に
な
る
。

結
果
は
、
表
の
通
り
大
企
業
の
「安

定
性
」
が
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
、
不
況

下
の
就
職
戦
線
を
如
実
に
証
明
し
た
。

選
択
肢
を
大
企
業
肯
定
評
価
型

(回

答
1
2
3
6
8
9

)、否
定
評

価
型
(回
答
④
⑤
⑦
⑩
〉と
区
別
し
て

み
る
と
、
前
者
は
後
者
の
倍
の
選
択
を

得
て
い
る
。
し
カ
し
、
学
生
の
大
企
業

イ
メ
ー
ノ
は
総
合
す
る
と
、

「非
常
に

安
定
し
、
知
名
度
も
高
い
」
が
、

「将

来
性
や
技
術
開
発

企
画
力
」
は
大
し

た
こ
と
は
な
く
、°
企
業
組
織
と
し
て
は

「競
争
が
激
し
く
、自
由
が
き
か
な
い

」

設問D【

あなたは"大 企業"と い う言葉からどのよう

なイメーノをうかへますか。次の項目から選んて

下さい。三 つまていくら選んでもかまいません。

苓

大企業のイメージ 回答率

① 安定性がある

② 知名度がある

③ 将来性がある

④ 管理がきびしい

⑤ 競争が激しい

⑥ 経営が多角的である

⑦ 自由がきかない

⑧ 社会のリーダーてある

⑨ 技術開発 企画力かある

⑩ 昇進が遅い

⑪ 国際性がある

⑫ 時間的束縛が小さい

⑬ 社員の家庭生活が豊か

623%

326%

59%

↑88%

297%

199%

235%

102%

169%

99%

153%

15%

90%

公
害
企
業
に
対
す
る
根
強
い
拒
絶
反

応
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
設
問
に

お
け
る
選
択
肢
は
、
い
わ
ゆ
る
企
業
批

判
の
全
項
目
を
網
羅
し
て
い
る
が
、
学

生
の
反
応
は
マ
ス
コ
ミ
の
ブ
ー
ム
と
は

別
個
に
表
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
つ

ま
り
、
海
外
進
山
間
題
に
否
定
的
な
学

生
は
7
%
と
、
最
も
低
い
項
目
に
ラ
ノ

ク
さ
れ
る
。
海
外
進
出
に
伴
う
諸
問
題

に
つ
い
て
は
学
生
層
が
「
大
局
的
に
妥

当
」
な
い
し
「悪
で
は
な
い
」
と
判
断

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
一方

「軍
需

産
軍
複
A犀

へ
の
反
発
は
、
今
年

度
も
予
想
以
上
に
高
か
っ
た
。
現
代
の

悟
生
の
一
つ
の
共
通
項
と
し
て
、
戦
争

へ
の
拒
否
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

設 問 顎

企業活動 に関する次の言葉のうち、あなたが

非常に否定的な印象 をもつもの を選んで下さい。

三つまで、い くつでもかまいません。

企
業
経
営
者
が
こ
の
結
果
を
見
れ
ば

労
働
災
害
、
汚
職
、
買
い
占
め
な
ど
、

目
を
む
く
か
、
歯
ぎ
し
り
す
る
か
の
と

い
わ
は
企
業
循
動
の
"負

"
の
剛
面
、

ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
マ
ス
コ
ミ
の
社
会

企
業
側
に
と
っ
て

"正
"
の
側
面
を
評

面
報
道
で
、
企
業
の
功
績
が
伝
え
ら
れ

価
し
て
ほ
し
い
の
は
当
蚊
で
あ
ろ
う
。

る
こ
と
は
実
に
ま
れ
な
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
学
生
の
企
業
評
価
の
デ

ー
タ

社
会
面
報
道
で
伝
わ
る
の
は
、
公
害
、

で
あ
り
、
と
く
に
企
業
に
対
す
る
反
発

の
強
い
法
学
部
で
は
、
約
半
数
の
学
生

が
社
会
面
報
道
を
重
視
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
商
坐
蔀
の
学
生
が

「経
営
関
係

の
報
避
」
を
重
視
し
て
い
る
の
と
対
照

は
、
こ
の
社
会
面
に
偏
つ
て
い
る
よ
フ

的
で
あ
る
。

設問皿

企業に関す る新聞報道の うち あなたの企

業評価にもっとも影響 しているの は何てすか。

回答集計 12大 掌

平 均
国立大
法

早 慶
商

これらのテーマは無 関係でしょうか?

人 口 増加 、
へ

ぐ産 業 公害

●日本不動産 銀行 は、債券 を発 行す る長 期金融専 門銀行 と して、公共 的、中立的観 点に たって長期の

産 業金 融、社会開発 金融 、国際業務 、証券業務 な どを積極 的 に推進 する とともに、私 たちの身近 な事柄

か ら、国際問 題まで 目ま ぐる しく変化 す る現代 社会 に対応 す べ く、調 査・研 究に取 り組 ん でい ます。

㊧ 日本不動産銀 行
本 店.東 京都 千代田 区九段北1の13の10

馴02費(03)263-1川

大 阪支店:大 阪 市 南 区 鰻 谷 西 之 町6

⑰542●(06)245-2121

,

盤 希 ど産 葉せヒ紡

総 分化 学 の

』乙和電 ヱ

糟9
■ 1.;

アルミニウム

フェロアロイ

電極

研削材

化学肥料

有機化学品

無機化学品

合成樹脂

石油化学製品

〒100東 京都千代田区芝大門1-13-9
TEL(432)5111

くそ う ず

石油 が「草生水」と

日本石油の一歩は、そのまま

日本 に石油の灯をとも した 「有限責任 日本石

油会社」が誕生したのは1888年(明 治2τ年)

のこと。それからおよそ90年 、日本石油

は開発 に、輸送に、精 製に、販売に、

つね に最新の技術で日本の石油産

Φ 日蹴眉油
石油 を大切 に使いましょう。

"

呼 ばれたむかしから

業をリー ドしてきま した。また現在では、九州

鹿児島湾に世界最大のCTS(原 油中継基

地)を 建設し、ジャンボタンカーとのコ

ンビで日本の石 油の安定供給に貢献

しています。

本 社 〒105東 京 都港区 西新橋1-3-12

TELO3(502)1111

'

●
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学
生
間
に
高
ま
る
不
安

金
融
に
人
気
集
中
か

今
年
の
就
職
戦
線
は
、
戦
後
初
の
案
質
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
い
う
異
常
な
経
済
状
況
の
影
響
を
モ
ロ
に
う
け
て
、
ま
さ
に
不
況
ム
ー
ド
一
色
と
い
尺
る
。
企
業

サ
イ
ド
で
は

今
回
の
不
況
が
短
期
的
に
回
復
し
、
も
と
の
成
長
路
線
へ
の
復
帰
が
可
能
な
も
の
と
は
見
な
し
て
お
b
ず
、
過
半
の
業
種
で
採
用
数
削
減
、
採

用
ゼ
ロ
の
方
針
が
と
ら
れ
、
来
年
以
降
も
昨
年
ま
で
の
大
量
採
用
は
見
ら
れ
そ
う
に
も
な
い
。

堂
生
の
就
職
に
関
す
る
考
κ
も
、
不
況
へ
の
認
識
が
日
ま
し
に
高
ま
り
、
不
安
の
広
が
り
が
著
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
昭
和
初
期
や
、
一
九
五
五
年
ご
ろ
の

「大
学
は
出
た
け
れ
ど
I
J

と
い
う
不
況
と
は
比
ぺ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
昨
Aヱ
ま
で
の
よ
つ
に
、
希
望
通
り
の
企
業
へ
行
け
る

」
冗
り
手
市
場
」
は
夢
と

消
え
、
非
常
に
厳
し
い
就
職
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

・

職
業
意
識
調
査
の
進
路
志
望

(昨
年

十
二
月
調
査
)
で
児
る
と
、
国
立
十
大

学

(北
大
、
東
北
大
、
東
大
、
一
橋
大
、

横
炉
国
大
、
名
古
厘
大
、
京
大
、
阪
大

神
戸
大
、
九
大
)
と
早
慶
二
大
学
の
平

均
値
で
、
62
%
が
企
業
へ
の
就
職
を
志

望
し
て
い
る
。

企
業
へ
の
就
撃

窃
著

は
、
最
も
低

い
国
立
法
学
部
で
25
%
、
最
も
高
い
早

慶
商
堂
蔀
で
80
%
で
あ
る
。
国
立
法
で

も
、
東
大
法
は
12
%
台
で
あ
り
、
司
法

試
験
や
公
務
員
試
夢
棄

一
志
望
に
し

て
い
る
学
生
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
企
業
よ
り
も
公
務
員
へ
と
い
i
傾

早慶商

平均

国立法

平均

向
は
、
年
々
強
ま
り
、
全
国
化
し
て
い

る
が
、
今
年
の
不
況
は

「不
況
に
最
も

強
い
」
公
務
員
に
ま
す
ま
す
人
気
が
集

中
す
る
も
の
と
固
わ
れ
る
。
と
く
に
、

今
年
は
国
家
公
務
員
試
験
が
、
企
叢
の

求
人
活
動
に
先
立
っ
て
実
施
さ
れ
る
の

で
、
多
く
の
法
、
経
学
生
は
、
と
も
か

く
受
験
し
て
お
こ
う
と
い
う
気
持
に
な

る
と
見
ら
れ
、
例
年
以
上
に
難
関
と
な

る
で
あ
る
フ
。

他
方
、
公
務
晶
凸天
国
の
典
型
の
よ
う

に
い
わ
れ
は
じ
め
た
地
方
自
治
体
で
は

い
わ
ゆ
る
U
タ
ー
ン
現
象
や
」
タ
ー
ノ

(出
身
県
の
中
心
都
市
へ
戻
る
こ
と
)

回答集計12大 学

平均

の
傾
向
と
も
相
ま
っ
て
、
数
年
釆
人
気

が
上
昇
し
て
い
る
が
、
統

一地
方
選
で

も
争
点
に
な
っ
た
よ
う
に
、
各
自
治
体

は
人
件
費
削
減
が
至
上
課
題
で
あ
り
、

来
年
の
採
用
数
は
大
幅
に
減
る
も
の
と

見
ら
れ
る
。
東
京
都
や
大
阪
市
な
ど
大

自
治
体
は
、
こ
の
閏
人
気
就
職
先
の
ひ

と
つ
で
あ
っ
た
が
、
学
生
に
と
っ
て
か

な
り
就
職
が
困
難
に
な
り
そ
う
な
様
子

で
あ
る
。

最
終
的
に
は
、
大
半
の
学
生
が
収
容

さ
れ
る
一
般
企
業
の
人
気
は
、
昨
年
十

二
月
時
屯
の
調
査
で
は
、
下
表
の
通
り

商
社
、
マ
ス
コ
ミ
、
銀
行
が
各
+
撃
で

上
位
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
学
生

聞
に
不
況
の
実
態
が
浸
透
し
、
各
業
租

ご
と
の
採
用
動
向
が
伝
わ
る
に
つ
れ
て

こ
の
人
気
に
や
や
変
動
が
見
ら
れ
る
。

明
ら
か
に
不
況
の
影
響
と
見
ら
れ
る

の
は
、
銀
行
や
損
保
、
生
保
な
ど
比
較

的
不
況
に
強
い
経
営
体
質
を
持
ち
、
イ

メ
ー
ノ
も
堅
実
な
金
融
塞
界
の
人
気
上

昇
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
他
業
種
ほ
ど

採
用
数
の
減
少
は
な
い
見
込
み
な
の
で

九
月
か
ら
の
学
生
の
足
は
、
か
な
り
銀

行
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
も
の
と
見
ら
れ

る
。数

年
来
人
気
ト
ノ
ブ
の
総
合
商
社
は

昨
年
の
「買
い
占
め
、
売
り
惜
し
み
」

の
非
難
の
な
か
で
も
変
わ
ら
ぬ
学
生
の

支
持
を
得
て
い
た
が
、
今
回
の
不
況
で

は
や
や
人
気
が
下
降
気
味
。
最
近
発
表

さ
れ
た
各
社
の
決
算
で
も
、
い
ず
れ
も

減
収
減
益
で
、
か
っ
て
の
恐
し
い
ま
で

の
勢
い
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
影

響
で
採
用
面
で
も
、
極
端
な
ケ
ー
ス
で

は
採
用
ゼ
ロ
、
多
く
の
会
社
で
採
用
数

大
幅
減
の
方
針
に
な
っ
て
い
る
。
企
業

別
に
見
て
も
、
人
気
は
上
位
商
社
に
集

中
し
、
と
く
に
財
閥
系
の
安
定
性
が
評

価
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

出
版
、
マ
ス
コ
ミ
は
、
例
年
大
き
な

人
気
を
得
る
が
、
不
況
下
、
そ
の
不
安

定
さ
が
影
響
し
た
の
か
、
人
気
は
後
退

気
味
で
あ
る
。

重
〒
棄
部
門
や
目
動
車
、
電
機
な
ど

高
度
成
長
時
代
を
築
い
た
産
素
は
、
今

回
の
不
況
で
最
も
苦
し
ん
で
い
る
が
、

そ
れ
を
反
映
し
て
学
生
の
人
気
は
さ
っ

ぱ
り
で
あ
る
。
と
く
に
、
自
動
車
や
電

機
は
不
況
下
の
苦
吟
が
、
広
く
鞭
遺
さ

れ
た
せ
い
か
、
学
能
は
敬
遠
し
て
い
る

よ
つ
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
は
、
名
実

と
も
に
安
定
感
の
あ
る
、
鉄
鋼
や
電
力

は
相
対
的
に
人
気
が
高
い
。

全
般
的
に
、
企
業
の
採
用
ワ
ク
は
例

年
に
な
く
厳
し
く
、
各
社
と
も

「採
用

は
量
よ
り
質
で
」
と
明
言
し
て
い
る
の

で
、
各
社
の
採
用
基
準
も
く
っ
と
厳
し

く
な
る
も
の
と
曽
わ
れ
る
。
○
○
天
学

生
だ
か
ら
大
丈
夫
と
い
つ
甘
い
考
え
は

ま
ず
通
用
し
な
い
だ
ろ
う
。
九
月
一
日

か
ら
の
訪
問
活
莇
ま
で
に
、
十
分
な
研

究
と
準
備
が
Z
要
と
な
ろ
う
。

志望業種
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トスべ

順
位

国 立 大 早 慶

法 経 商 法 経 商

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

難z%
霧

霧霧証 券

運 輸

鉄 鋼

食 品

遺船など

「///ノ
ρ ス弓!ミノ

霧〆zζ

駕

笏

籏
雛
嚢
霧

流 通

食 品

鉄 鋼

電 機

公舩 団

運 輸

鉄 鋼

証 券

電力ガス

化 学

鉄 鋼

流 通

電力ガス

食 品

証 券

鉄 鋼

電力ガス

運 輸

建 設

証券など

斜線部分は、10%以 上の吉望率

 

評
価
さ
れ
な
い

学
生
の
側
は
、
現
在
の
不
況
に
つ
い

て
、
自
分
の
進
路
決
定
と
の
関
係
で
、

と
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
だ
う
つ

「
協
定
」

妥
協
す
る
学
生
も

か
。最

近
の
調
査
に
よ
る
と

不
況
の
就

職
活
動
に
与
尺
る
影
響
に
つ
い
て
、
国

立
十
大
字
、
早
慶
の
学
生
は
全
般
的
に

は
強
気
に
構
尺
て
い
る
。
ま
ず

「好
不

況
に
関
係
な
く
、
自
分
の
能
力
を
生
か

せ
る
進
路
を
め
ざ
す
」
と
す
る
学
生
が

国
立
50
%
、
早
慶
48
%
と
最
も
多
く
、

「ほ
と
ん
ど
影
響
な
く
、
従
来
か
ら
の

志
望
を
貫
5

人
も
、
25
%
、
16
%
と

多
い
。

一
方
、

「希
望
の
進
路
之
め
ざ
す
こ

と
は
困
難
に
な
っ
た
の
で
あ
る
程
度
の

妥
協
は
や
む
を
え
な
い
」あ
る
い
は
「不

況
に
強
い
業
種
を
選
ん
で
、
安
定
し
た

進
路
を
め
ざ
す
」
「自
分
の
進
路
を
一

か
ら
考
尾
直
す
」
と
い
つ
、
不
況
の
影

響
が
ま
と
も
に
出
た
受
け
止
め
方
は
国

立
で
25
%
、
早
慶
で
は
37
%
に
達
し
て

い
る
。

こ
の
数
字
は
、
全
て
が
企
業
就
職
志

望
者
で
は
な
い
の
で
、
企
業
就
職
一
本

に
し
ほ
っ
て
い
る
学
生
だ
け
を
と
れ
ば

事
態
は
よ
り
深
刻
な
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。さ

ら
に
、
「採
用
時
期
の
延
期
」
に

対
し
て
は
、
堂
生
は
非
常
に
敏
感
で
あ

る
。「A

髭
・度
の
就
職
状
況
は
非
常
に
厳

し
く
な
る
と
裳
悟
し
て
い
る
」
と
い
う

学
生
が
、
早
慶
で
は
44
%
に
達
し
、
国

立
で
も
22
%
に
及
ぶ
。
こ
う
し
た
数
字

は
、
六
月
か
ら
学
生
の
雪
崩
的
な
会
社

訪
問
開
始
孫
予
想
さ
せ
た
が
、
む
し
ろ

こ
の
彦

は
、
冷
静
に
研
究
、
準

備
す
る
方
に
作
用
し
た
よ
つ
で
あ
る
。

育
田
刈
り
の
是
正
と
い
つ
見
方
か
ら

今
回
の
借
置
を
妥
当
と
す
る
の
は
、
国

立
系
で
25
%
、
早
慶
で
17
%
し
か
な
く

学
生
不
在
と
い
わ
れ
る
こ
の
措
置
に
つ

い
て
、
学
生
の
評
価
は
高
く
な
い
。
逆

に
「企
業
の
身
勝
手
」
と
怒
り
を
表
わ

す
人
も
、
国
立
で
21
%
を
示
す
程
度
。

こ
れ
は
、
学
生
の
サ
イ
ド
で
、
今
回
の

措
置
の
是
非
を
論
し
て
い
る
よ
り
も
、

自
分
か
ど
つ
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
ざ

る
を
え
な
い
気
分
が
濃
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
い
凡
る
だ
ろ
う
。

蕎
◎
馨

叢
灘
櫨
.難

藩
欝
旛
論
懸
響
難
藻

懸
.

学
生
に
と
っ
て
、
将
来
の
進
路
は
あ

る
意
味
で
、
不
安
に
満
ち
て
い
る
。

い
わ
ば
執
行
猶
予
期
聞
が
終
わ
る
字

生
の
「不
安
」
と

「不
満
」
を
、
以
下

に
生
の
ま
ま
収
録
す
る
。
訊
者
は
、
そ

の
多
く
の
声
が
、
自
分
の
声
と
同
し
て

あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
(全
日
本
掌
生
新
聞
連
盟

学

生
の
職
業
意
識
調
査
よ
り
)

■
人
間
の
本
来
的
な
行
動
た
る
労
働
を

自
己
目
的
化
し
え
ず
、
ま
さ
に
生
活
の

た
め
の
手
段
と
し
て
し
か
な
し
え
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
つ
不
安
が
あ
る
。

逆
に
言
κ
ば
、
賃
金
労
働
者
の
労
働
は

資
本
の
た
め
の
労
働
で
し
か
な
く
、
そ

れ
は
疎
外
さ
れ
た
も
の
で
し
カ
な
い
の

て
は
な
い
カ
。
も
ち
ろ
ん
観
念
的
把
握

し
か
で
き
な
い
の
だ
が

。
〔北
大
法
)

■
来
年
就
職
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
現

状
で
は
非
常
に
不
安
て
あ
る
。
そ
れ
は

現
在
の
寡
占
企
業
の
下
で
生
活
が
安
定

し
な
い
し
、
又
、
激
し
い
社
会
の
中
で

う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
か
も
不
安
で
あ

る
。
そ
れ
r
、
大
学
で
の
勉
学
が
企
業

内
で
実
際
に
い
か
さ
れ
る
と
い
う
保
証

I
I
ま
ず
最
初
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
読
ま
れ
て
の
全

体
的
な
印
象
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

藤
竹

全
体
を
通
じ
て
、
不
安
や
不
満
を
答
え
る
現

代
の
学
生
の
意
織
の
べ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
、

コ

コ

コ

コ

非
常
に
小
さ
く
、
(私
生
活
化
V
し
て
い
る
と
い
う
印
象

を
つ
け
ま
し
た
。

不
安
は
、
将
来
へ
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
探
す
こ

と
が
で
き
な
い
時
感
じ
る
も
の
で
、
一方
不
満
は
、
当

然
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
自
分
が
考
κ
て
い
る
こ

と
を
実
現
で
き
な
い
時
感
じ
る
も
の
と
い
う
這
い
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
将
来
の
未
知
の
職
桑
に
つ
い

て
問
う
て
い
る
の
で
不
安
が
多
く
な
る
の
は
当
然
と
し

て
も
、
そ
の
不
安
の
多
く
が
非
常
に
小
さ
な
個
人
的
な

間
題
に
集
中
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

こ
れ
を
か
つ
て
の
大
学
生
と
比
較
し
た
場
合
、
か
つ

て
は
大
学
生
は
将
来
社
会
へ
出
て
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を

昇
り
、
社
会
全
体
の
針
路
を
動
か
し
得
る
だ
け
の
力
を

も
ち
得
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
針
路
へ
の

あ
る
程
度
の
見
通
し
を
立
て
た
り
、
抱
負
を
も
っ
た
り

し
な
が
ら
社
会
へ
出
て
い
っ
た
も
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
調
査
結
果
で
は
、
そ
う
し
た
大
学

生
の
社
会
的
地
位
が
崩
れ
て
し
ま
い
、
こ
れ
か
ら
入
っ

て
い
く
社
会
は
果
た
し
て
自
分
の
住
め
る
所
な
ん
だ
ろ

う
か
、
と
い
う
不
安
が
強
く
み
う
け
ら
れ
ま
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
、
職
桑
を
通
じ
て
社
会
を
見
る
今
の
学

生
の
考
え
方
が
、
非
常
に
(現
実
的
〉
に
な
っ
た
と
い

う
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
気
づ
い
た
点
は
、
こ
こ
で
彼
ら
が
答
κ
た

不
安
や
不
満
は
彼
ら
の
ほ
ん
と
う
の
悩
み
な
ん
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
点
で
す
。
僕
は
ど
う
も
そ
う
で
は
な
い
よ

う
な
気
が
す
る
。
自
分
の
存
在
に
関
わ
る
ほ
ん
と
の
悩

み
は
他
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は
職
業
を
憩
じ
て
は
語
り
得

な
い
と
巴
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
あ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
。そ

れ
と
、
そ
う
し
た
不
安
や
不
溝
の
表
現
の
仕
方
が

非
常
に
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
て
い
る
。
こ
の
三
つ
が

全
体
か
ら
受
け
た
印
象
で
す
。

1
⊥
回
箸
を
分
解
し
て
整
理
し
て
み
る
と
、
A企
巣

」

性
悪
説
V
が
完
全
に
浸
透
し
て
、
そ
こ
か
ら
管
理
社

会
や
組
搬
そ
の
も
の
へ
の
燈
愚
感
が
強
く
出
て
い
る

よ
う
で
す
が
。

蕨
竹

い
ま
ま
で
の
日
本
の
社
会
は
、
生
産
へ
の
信

仰
が
強
か
っ
た
。
生
産
を
拡
大
し
、
経
済
を
発
展
し
て

い
く
た
め
の
基
本
と
し
て
組
織
が
考
え
ら
れ
て
い
た
わ

け
で
す
ね
。
そ
う
し
た
中
で
、
昭
和
30
年
代
に
お
い
て

組
織
と
個
入
と
い
う
テ
ー
マ
が
出
さ
れ
、
組
織
の
中
で

個
人
が
歯
霞
〒に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な

っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
歯
阜
に
な
る
に
し
て
も
、
そ

の
こ
と
を
通
し
て
自
分
を
賭
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
可
能
性
を
当
時
の
大
学
生
は
抱
け
て
い
た
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
の
大
学
生
は
、
そ
れ
が
全
く
不
可
能

な
も
の
と
し
て
組
織
を
と
ら
え
て
い
る
。
別
の
言
い
方

を
す
れ
ば
、
組
織
の
悪
い
面
ば
か
り
を
、
ち
ょ
う
ど
マ

個
人
と
い
う
問
題
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の

ど
ち
ら
も
矯
小
化
さ
れ
て
い
る
。
主
体
性
が
な
い
わ
け

で
す
ね
。

つ
ま
り
、
管
理
社
会
と
い
う
問
題
に
し
て
も
、
こ
れ

に
自
分
を
直
に
対
決
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
か

ら
一
歩
退
い
て
、
抽
象
的
に
人
間
の
茸
巌
と
か
、
生
藩

が
い
を
苫
っ
た
り
、
あ
る
い
ば
自
分
を
生
か
せ
る
か
、

と
い
う
ふ
う
に
、
自
分
だ
け
の
小
さ
な
世
界
を
つ
く
っ

て
、
そ
の
中
で
悩
ん
で
い
る
わ
け
で
す
。
社
会
の
と
ら

え
方
が
非
常
に
狭
い
わ
け
で
す
。

学
生
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
問
題
に
挑
戦
し
た
り
、

い
か
に
変
え
う
る
の
か
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
て
も
い

い
と
畢
フ
ん
で
す
。

i

不
況
に
対
す
る
不
安
感
が
目
立
ち
ま
す
が
。

藤
竹

不
況
に
対
し
て
は
、
偶
然
的
な
要
素
を
強
調

業
で
は
給
料
が
安
い
し
、
就
き
た
く
な
い
職
業
で
は
給

料
が
高
い
、
と
い
う
不
潤
に
特
徴
的
で
す
ね
。
つ
ま
り

全
体
と
し
て
の
平
均
値
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
比
べ
て
少

し
で
も
い
い
と
こ
ろ
へ
自
分
を
も
っ
て
い
き
、
そ
の
上

で
自
分
の
希
望
も
い
れ
た
い
と
い
う
考
κ
方
で
す
。
疾

風
怒
濤
の
時
代
と
い
う
感
じ
を
受
け
ま
せ
ん
。

コ

　

　

ロ

　

ロ

　

コ

コ

サ

ー
1
そ
れ
は

〃早
く
大
人
に
な
っ
た
世
代
"
と
い
う

の
で
し
ょ
う
か
。

藤
竹

職
業
と
い
う
も
の
は
も
と
も
と
、
喰
う
と
い

う
要
素
と
そ
の
中
で
何
か
や
り
た
い
こ
と
を
貫
き
、
夢

を
ふ
く
ら
ま
す
と
い
う
二
つ
の
要
素
か
ら
成
っ
て
い
る

わ
け
で
、
常
に
主
観
的
な
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
A
7の
学
生
は
、
喰
フ
と
い
つ
こ
と
を
あ

た
り
ま
え
の
当
歎
の
こ
と
で
あ
ξ
と
し
て
、
そ
れ
を
前

提
に
し
て
、
物
ご
と
を
考
尺
て
い
る

だ
か
ら
か
尺
っ

文
化

の
発
信
者

の
構
え
を

ス
コ
ミ
が
批
判
す
る
よ
う
な
仕
方
で
と
り
え
て
い
る
よ

う
で
す
。

そ
う
し
た
こ
と
は
、
批
判
と
し
て
は
そ
れ
な
り
に
論

が
立
つ
が
、
組
織
な
り
生
産
活
動
そ
の
も
の
を
悪
と
と

ら
え
る
限
り
、
無
意
昧
な
こ
と
だ
と
田
い
フ
。
そ
こ
で
欠

コ
コ
　

如
し
て
い
る
の
は

〃
つ
く
る
"
と
い
う
姿
勢
で
す
ね
。

だ
か
ら
、
少
し
き
つ
い
言
い
方
を
す
れ
ば
、
彼
ら
は
、

組
織
の
悪
の
中
に
入
り
な
が
ら
、
自
分
だ
け
は
組
織
の

悪
に
で
き
る
だ
け
染
ま
ら
ず
に
、
そ
の
組
織
か
ら
恩
恵

だ
け
を
受
け
よ
う
と
い
う
発
想
を
も
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ

あ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

1
1
管
理
鮭
π観
の
一般
化
と

(個
人
主
義
〉
が
現

代
の
学
生
の
特
徴
と
い
え
ま
し
ょ
う
か
。

藤
竹

確
か
に
管
理
社
会
に
対
す
る
大
き
な
不
安
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
と
少
し
似
た
も
の
と
し
て
、
組
織
と

し
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
僕
は
昭
和
30
年
卒
で
大
変
な

就
職
難
だ
っ
た
け
れ
ど
、
当
時
と
と
ら
凡
方
が
大
分
違

う
よ
う
で
す
。

そ
の
あ
た
り
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
今
は
喰
え
る
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
永
続
性
の
あ
る
安
定
し
た
職
業
の
生

活
に
関
也
が
強
く
む
い
て
い
る
。
そ
れ
が
あ
る
意
味
で

は
環
末
な
こ
と
に
不
滴
を
も
つ
原
因
に
な
っ
て
い
る
ん

じ
ゃ
あ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

1

藤
竹
さ
ん
は

「シ
ラ
ケ
時
代
の
又
化
論
」
の
中

コ

コ

コ

リ

ロ

で
、
.他
人
指
同
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
"
と
い
う
い

い
方
で
現
代
の
若
者
を
語
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
こ
と
は
こ
こ
で
も
い
え
る
で

し
ょ
う
か
。

藤
竹

自
分
で
何
か
に
な
る
と
い
う
考
え
方
を
も
た

な
い
と
い
フ
こ
と
で
し
ょ
つ
ね
。
自
分
の
就
き
た
い
職

て
、
夢
は
非
常
に
つ
つ
ま
し
く
な
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
、
現
代
の
日
本
が
巨
大
組
織
化
し
て
お
り
、

個
人
の
自
由
裁
量
の
範
囲
が
せ
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
き
て
い
る
こ
と
だ
と
田」
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
し
て

も
、
大
学
生
の
夢
が
個
人
化
し
す
ぎ
て
い
る
よ
つ
に
田
し

い
ま
す
。

1
ー
設
問
W
で
「夢
の
実
現
」
と
い
う
項
目
を
選
ん

だ
人
は

確
か
に
少
な
か
っ
た
で
す
ね
。

あ
と
、
都
会
生
活
へ
の
嫌
悪
感
を
訴
λ
た
り

地
万

で
の
ん
び
り
暮
し
た
い
と
い
う
の
が
あ
り
ま
萎

。

藤
竹

一
つ
の
理
由
は
、
字
卒
者
の
人
ロ
が
多
く
な

っ
て
き
た
た
め
、
学
卒
者
で
あ
る
こ
と
が
競
争
に
う
ち

か
つ
要
件
と
し
て
通
用
し
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
、
も

つ
一
つ
は
都
会
と
地
方
の
文
化
的
な
落
差
が
な
く
な
っ

て
き
た
た
め
だ
と
田』
い
ま
す
。
そ
の
ど
ち
ら
も
、
中
央

の
生
で
ホ
ノ
ト
な
も
の
を
、
競
争
に
う
ち
勝
っ
て
ま
で

得
た
い
と
は
田
」わ
な
く
な
っ
た
、
ア
キ
ラ
メ
の
現
象
で

す
ね
。

l
I
東
大
生
に
目
立
っ
た
ん
で
す
が
、
自
分
の
能
力

へ
の
不
安
を
訴
え
て
い
ま
す
が
。

藤
竹

そ
れ
は
、
い
か
な
る
か
た
ち
で
自
分
の
能
力

が
評
価
さ
れ
る
か
と
い
う
不
安
と
、
自
分
の
能
力
が
果

た
し
て
社
会
の
中
で
通
用
す
る
か
と
い
う
不
安
の
二
つ

の
不
安
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

前
者
は
、
大
学
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
実
業
の
世
界
の

遊
離
を
反
映
し
た
も
の
だ
ろ
う
し
、
後
者
は
未
知
の
世

界
に
対
す
る
不
安
と
一緒
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
づ
。

こ
れ
は
、
情
況
に
つ
い
て
の
明
確
性
が
な
い
と
い
う
臼

木
全
体
の
問
題
で
す
ね
。

1
⊥
最
後
に
、
学
生
に
何
か
ひ
と
こ
と
言
っ
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
が
。

藤
竹

学
卒
者
が
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
現
在
の
大
学
生
は
ど
う
し
て
も
自
分
よ
り
上

に
い
る
人
し
か
見
な
い
よ
う
で
す
。
そ
の
こ
と
は
、
特

権
意
識
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
面
で
は
い
い
こ
と
な
ん

で
す
が
、
逆
に
、
自
分
が
最
低
だ
と
い
う
脱
落
者

落

伍
者
意
識
を
生
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
が
無
気
力

無
関

し
の
根
に
な
っ
て
い
る
よ
フ
で
す
。

日
本
の
文
化
は
、
こ
れ
ま
で
中
央
か
b
流
れ
て
き
た

も
の
を
ど
れ
だ
け
多
く
受
け
と
る
か
と
い
つ
形
で
進
ん

で
き
た
が
、
学
生
た
ち
に
望
み
た
い
の
は
、
自
分
の
い

る
所
で
何
か
を
創
り
、
そ
れ
を
中
央
に
向
か
っ
て
返
し

　

　

ロ

コ

コ

コ

て
い
く
、
と
い
つ
(文
化
の
発
信
者
V
と
し
て
の
構
え

サ

で
す
。
そ
う
い
う
発
信
者
の
〈城
〉
を
た
く
さ
ん
創
り

だ
せ
ば
、
現
在
の
ア
/
ハ
ラ
ノ
ス
な
大
掌
制
度
や
文
化

構
遺
も
変
わ
っ
て
い
く
ん
し
ゃ
あ
な
い
で
し
ょ
つ
か
。

藤
竹

暁

N
H
K
総
合
放
送
文
化
研
究
所
放
送

学
研
究
員

社
会
学
博
士
、
著
書
L

現
代
の
若
者
を
と
り
扱
っ
た

「
/
ラ

ケ
時
代
の
文
化
論
」〔学
芸
書
林
)
カ

あ
る
。

口

も
な
い
ま
ま
、
現
在
、
大
学
で
講
義
を

聞
い
て
い
て
も
、
何
か
物
足
り
な
く
、

不
満
で
あ
る
か
ら
。(北
大

経
)

■
就
職
は
、
一
発
勝
負
な
の
で
お
そ
ろ

し
い
。
入
社
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
自

分
に
合
わ
な
い
職
業
だ
と
気
付
い
て
も

遅
い
。
し
か
し
、
結
局
と
の
仕
事
に
就

い
て
も
同
し
か
も
し
れ
な
い
。
ア
ク
セ

ク
と
三
十
数
年
間
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
占
で
は
。(東
北
大

法
)

■
な
り
ゆ
き
で
こ
こ
ま
で
き
て
、
と
う

と
う
就
職
だ
と
い
つ
感
し
が
一
番
o
今

ま
で
漠
吠
と
し
た
就
職
の
イ
メ
ー
ノ
が

こ
こ
に
き
て
威
圧
的
に
の
し
か
か
っ
て

く
る
。
甘
え
き
っ
た
生
活
に
ひ
た
り
き

っ
て
い
た
と
い
う
徹
底
的
に
堕
落
し
た

掌
生
生
沽
が
、
あ
と
一年
で
終
り
に
な

る
。
そ
の
先
は
未
知
の
社
会
、
未
知
の

生
活
。
社
会
に
出
た
い
よ
う
な
、
出
た

く
な
い
よ
つ
な
、
と
う
で
も
い
い
よ
う

な
、
よ
く
な
い
よ
つ
な

。(東
北
大

法
)

■
自
分
の
意
に
沿
っ
た
よ
っ
な
職
業
を

見
つ
け
ら
れ
る
か
と
つ
か
。
そ
の
よ
う

な
も
の
が
見
つ
か
っ
た
と
し
た
な
ら
ば

そ
れ
に
よ
っ
て
、
充
分
に
経
済
的
に
恵

ま
れ
る
か
ど
つ
か
。(東
北
大
経
)

■
私
の
信
条
は
「力
の
限
り
生
き
た
い
」

と
い
つ
こ
と
だ
が
、
は
た
し
て
将
来
、

私
が
就
職
す
る
場
所
が
、
そ
れ
だ
け
の

勉
強
と
努
力
を
さ
せ
て
も
ら
え
る
と
こ

ろ
な
の
か
、
ま
た
自
分
を
生
か
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
こ
ろ
な
の
か
、
と
い
つ

こ
と
が
大
き
な
不
安
だ
。
資
本
圭
義
社

会
は
上
層
部
に
加
わ
ら
な
け
れ
ば
、
お

も
し
ろ
く
な
い
と
こ
ろ
だ
と
い
う
こ
と

も
明
白
な
事
実
だ
ろ
う
。
(
一橋
大
商
〉

■
小
さ
な
金
角
鉢
の
中
で
、
た
く
さ
ん

の
金
魚
が
酸
栞
も
吸
え
ず
に
口
を
パ
ク

パ
ク
し
て
い
る
。
今
の
世
の
中
は
こ
ん

な
も
ん
だ
か
ら
、
真
面
目
に
生
き
る
の

は
損
な
感
し
が
す
る
。
日
本
を
脱
出
し

て
ア
フ
リ
カ
へ
で
も
行
っ
て
、
何
ら
か

の
こ
と
を
し
て
み
た
い
。{
一
橋
大

社
)

■
都
市
過
密
化
に
伴
つ
大
気
汚
染
、
住

宅
不
足
、
人
間
性
の
喪
失
、
又
、
政
治

の
腐
敗
な
と
、
個
人
の
能
ヵ
が
不
当
の

童
味
で
発
揮
で
き
な
い
社
会
全
体
。

(
一橋
大
経
)

■
企
業
は
、
資
本
圭
義
社
会
経
済
に
お

け
る
企
業
の
社
会
的
責
任
に
お
い
て
、

わ
れ
わ
れ
就
職
を
望
む
者
の
こ
と
を
「

も
っ
と
曇
剣
に
考
え
る
義
務
が
あ
る
と

田
しつ
。
こ
れ
ほ
と
に
ま
で
、
わ
れ
わ
れ

は
、
企
業
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
の
か
。
{横
浜
国
大

営
)

■
企
業
が
社
員
を
支
配
す
る
。
例
凡
ば

新
入
社
員
を
自
衛
隊
に
体
験
入
隊
さ
せ

る

座
禅
を
組
ま
せ
る
。
選
挙
で
特
定

候
補
者
に
投
票
を
事
実
上
強
制
す
る
な

ど
が
公
航
と
行
な
わ
れ
て
い
る
。
会
社

は
労
働
力
を
買
っ
た
の
で
あ
っ
て
、「人

買
い
」
で
は
な
い
は
ず
だ
か
。
ま
た
、

国
民
の
間
に
「生
活
」
の
す
ぺ
て
で
あ

ぐら荒波 に揺
価値の崩壊 を反映

 

る
よ
フ
な
考
瓦
方
が
残
っ
て
い
る
の
も

問
題
で
あ
る
。(京
大
法
)

■
現
状
の
経
済
不
況
が
今
後
と
の
よ
り

な
方
向
に
進
行
す
る
か
と
い
つ
こ
と
。

そ
れ
が
日
本
の
経
済
自
体
に
ど
の
よ
つ

な
影
響
を
与
κ

そ
れ
に
よ
っ
て
就
職

状
況
か
い
か
に
変
わ
る
カ
と
い
フ
こ
と

変
化
の
多
い
こ
の
よ
つ
な
時
代
は

と

の
よ
つ
な
就
職
が
安
定
的
び
あ
ろ
つ
か

と
い
フ
こ
と
が
不
安
で
あ
る
。(京
大

毯■
大
企
業
へ
就
職
す
る
こ
と
が
私
の
人

生
に
と
っ
て
幸
せ
な
の
か
と
フ
か
わ
か

b
な
い
。
一
回
し
か
な
い
人
生
を
悔
い

る
こ
と
な
く
生
き
た
い
と
田
旨つ
。(神
戸

大
経
)

日
結
局
は
給
料
、
賃
金
の
額
の
大
き
さ

に
尽
き
る
と
田
」い
ま
す
。
今
の
世
の
中

は
カ
ネ
、
カ
ネ
、
力
不
で
す
。
金
が
あ

る
者
は
、
ど
ん
な
人
間
で
も
社
会
的
に

優
位
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。
僕
も
、

進
路
選
択
の
条
件
を

「高
賃
金
」
に
お

い
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
う
い
う
自
分

自
身
何
か
割
り
切
れ
な
く
、
む
し
ろ
、

そ
ん
な
自
分
に
反
発
を
抱
い
て
も
い
る

の
で
す
。
社
会
的
正
義
を
通
し
て
、
国

民
全
体

(特
に
貧
し
い
人
た
ち
)
の
生

活
向
上
が
達
成
さ
れ
れ
ば
言
う
こ
と
な

し
な
ん
で
す
か

。
(神
戸
大

営
)

■
今
日
の
日
本
は
高
度
成
長
の
中
で
荒

廃
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
政
府
の
無
計

画
な
政
策
で
は

日
本
の
将
来
に
期
待

が
も
て
ず
、
こ
の
先
日
本
が
と
つ
な
る

の
か
見
当
が
つ
か
な
い
。
故
に
、
将
来

の
予
定
も
た
て
に
く
い
こ
と
に
な
る
。

又
、
今
日
の
イ
/
フ
レ
と
不
景
気
の
波

に
よ
り
就
職
が
難
し
く
な
り
、
経
済
的

圧
力
に
苦
し
む
の
み
で
、
他
の
こ
と
ま

で
考
え
る
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い

そ
う
な
感
し
。
(九
大
法
)

■
志
望
し
て
い
た
会
社
か
不
況
で
揺
い

で
い
る
の
を
見
る
と
、
日
本
の
企
業
も

こ
の
程
度
の
カ
し
カ
も
っ
て
い
な
か
っ

た
の
か
、
と
い
フ
〃感
慨
'
が
あ
る
。

し
か
し
、
も
つ
一年
学
生
で
い
る
こ
と

は
経
済
的
に
許
さ
れ
な
い
し
、
別
の
会

社
を
考
凡
な
お
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
妙
な
失
望
悪
に
と
ら
わ
れ
て
い

て
、
初
期
の
決
意
も
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
(早
大
法
)

■
日
本
で
は
、
ほ
と
ん
と
終
身
雇
用
と

い
ブ
イ
メ
ー
〆
で
あ
り
、
自
分
が
一
生

を
さ
さ
げ
る
企
業
を
選
択
す
る
際
に
、

外
見
だ
け
で
企
業
内
部
が
よ
く
わ
か
ら

な
い
不
安
が
あ
る
。
(慶
大
経
)

■
自
分
が
真
に
大
切
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
し
ま
つ
の
で
は
な
い
か
。
感
性
が

鈍
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
何
よ
り

お
そ
ろ
し
い
こ
と
だ
。
(慶
大

商
)

■
自
分
の
能
力
と
要
求
が
明
確
に
自
覚

で
き
な
い
こ
と

(教
育
の
影
響
か
〉
し

た
が
っ
て
、
そ
れ
を
発
揮
す
る
た
め
の

基
礎
的
力
量
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
不
安
の
要
因
。
根
本
的
に
は
今
の

社
会
に
各
人
の
能
力
を
全
面
的
に
生
か

す
労
働
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が
あ
る

だ
ろ
う
と
田
」
つ
'都
立
大

経
〉

■
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
余
り
L
も
安

易
に
考
κ
て
き
た
こ
と
を
残
含
に
田し
っ

て
い
る
。
毎
日
、
あ
く
せ
く
働
く
こ
と

だ
け
は
ご
免
だ
。
し
か
し
、
現
在
の
よ

う
な

〔楽
園
に
い
る
よ
つ
な
〉
状
態
が

続
け
ば
よ
い
と
も
田
」っ
て
い
な
い
が
、

と
に
か
く
の
ん
ひ
り
や
り
た
い
。(大
阪

実

経
)

レンジ国際社会 にチャ

当社の製品と技術

に数 力世界

さ

未 来性 をもった

情 熱 とファイ トを求めてお

牡東

繍艇
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企業論壇

福
祉
優
先
と
長
期
信
用
銀
行

経
済
成
長
優
先
時
代
の
終
り

こ
れ
ま
で
の
経
済
成
長
優
先
に
代
っ

て
、近
年
、福
祉
の
優
先
が
強
く
叫
ば
れ

て
き
て
い
る
。
し
か
し
経
済
成
長
優
先

が
福
祉
を
驚
視
し
て
き
た
の
か
と
い
う

と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
と
い
う

の
は
福
祉
へ
の
資
源
配
分
を
大
き
く
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
経
済
規
模
と
い
う

バ
イ
が
十
分
大
き
く
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
経
済

成
長
を
優
先
し
て
き
た
理
由
も
一部
は

こ
こ
に
あ
る
。
だ
か
ら
福
祉
の
優
先
が

主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
既

に
わ
が
国
の
経
濠
規
模
が
十
分
大
き
く

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に

そ
れ
至

に
経
窺
模
と
蘂

準
の

ア
ー
パ
ラ
ノ
ス
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
、

こ
の
ま
ま
経
済
成
長
侵
死
葬
続
け
る
こ

と
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。と

こ
ろ
で
福
祉
優
先
と
い
う
言
葉
の

中
身
は
必
ず
し
も
明
確
に
な
っ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
。
一
応
、
人
閥
尊
重
と

日
本
不
動
産
銀
行
調
査
部

い
う
観
噸
か
ら
次
の
二
つ
の
考
え
方
が

で
き
よ
う
。

福
祉
優
先
と
は
何
か

第
一
は
社
会
の
構
成
員
す
ぺ
て
が
、

経
済
水
準
に
応
じ
て
}
応
の
満
足
が
で

き
る
生
活
を
維
持
し
う
る
よ
う
ノ
ビ
ル

ミ
ニ
マ
ム
を
設
定
し
、
所
得
の
再
分
配

と
生
活
碁
盤
整
備
を
し
て
い
く
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
場
合
、
問
題
と
な
る
の
は

「潭

の
度
合
、「
ン
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ご

の
水
準
を
国
民
的
合
意
を
得
て
ど
こ
に

設
定
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
経
済
成
長
優
先
の
時
代
に
も

「
を

ル
ミ
ニ
マ
ム
」
が
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
そ
の
水
準
は
箸
し
く
低

く
、
経
済
規
模
に
比
ぺ
て
ひ
ど
く
ア
ー

バ
ラ
ノ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
は
聞
遠
い
な

い
。第

二
は
経
済
規
模

(G
N
P
)
と
い

う
概
念
に
代
っ
て
N
N
W

(純
国
民
福

祉
)
や
S
I

(社
会
指
標
)
の
よ
う
な

福
祉
墾
密
義
わ
す
新
た
な
概
念
を
導

入
し
、
そ
の
規
模
の
極
大
化
を
目
安
に

過
去
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
今
日
で
は
、
社
会
的

に
解
決
を
追
ら
れ
て
い
る
諸
問
題
そ
の
も
の
の
新
し
さ
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か

の
活
動
様
式
の
変
化
と
、
新
た
な
活
動
領
域
が
開
か
れ
る
必
要
性
と
可
能
性
が

生
れ
て
く
る
。

複
数
の
政
策
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
ト
レ
ー
ド

オ
フ
の
関
係
に
な
る
転
換
期

に
は
、
固
有
の
領
域
か
ら
提
起
さ
れ
る
課
題
は
、
最
初
に
そ
の
接
近
目
標
の
有

効
性
が
問
わ
れ
る
。

福
祉
経
済
と
知
識
集
約
化
が
転
換
期
の
指
標
と
さ
れ
る
時
、
こ
こ
に
掲
載
す

る
二
つ
の
論
文
は
、
と
も
に
今
日
の
経
済
社
会
が
直
面
し
て
い
る
い
く
つ
か
の

間
題
に
照
準
を
あ
て
て
書
か
れ
て
い
る
。

指
標
の
有
効
性
と
と
も
に
、
そ
れ
へ
の
課
題
を
考
察
す
る
上
で
、
こ
れ
ら
の

論
文
は
、
多
く
の
示
唆
を
与
尺
て
い
る
。

し
て
今
後
の
発
展

成
長
を
考
え
て
い

こ
ワ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
N
N
W
は

昭
和
四
八
年
に
経
済
審
議
会
が
、
又
S

ー
は
四
九
年
に
国
民
生
活
審
議
会
が
発

表
し
て
い
る
。
し
カ
し
こ
れ
は
G
N
P

に
代
替
す
る
指
標
と
し
て
は
ま
だ
完
全

で
は
な
い
。
主
観
的
な
'く①
罵
宵
Oと
い

う
も
の
を
G
N
P
の
よ
う
に
貨
幣
単
位

で
表
現
す
る
こ
と
が
適
切
か
ど
う
か
、

又
、
指
数
で
表
わ
す
と
し
て
も
各
個
別

別
の
性
質
の
も
の
を
ど
う
や
っ
五
ロ理

的
な
総
合
指
標
と
し
て
ウ
エ
イ
ト
づ
け

で
き
る
か
と
い
っ
た
点
に
問
題
が
残
さ

れ
て
い
る
。

な
お
、
福
祉
優
先
と
い
フ
こ
と
と
経

済
成
長
と
は
対
立
概
念
で
は
な
い
。
人

間
社
会
に
と
っ
て
究
極
の
目
標
は
入
間

ら
し
い
豊
か
な
生
活
を
す
る
こ
と
で
あ

ろ
う
か
ら
、
社
会
福
祉
は
経
済
成
長
の

上
に
立
つ
概
念
で
あ
り
、
経
済
成
長
は

社
会
福
祉
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
。

重
妾
な
こ
と
は
経
済
成
畏
と
共
に
生

産
さ
れ
た
資
源
を
産
業
基
盤
整
備
と
に

と
の
よ
う
に
配
分
す
る
か
で
あ
る
。
産

業
基
盤
整
備
に
よ
り
多
く
配
分
す
る
こ

と
は
次
の
段
階
に
お
け
る
経
済
成
長
を

促
撃

る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
隻
塞

盤
整
備
を
優
先
す
る
こ
と
は
社
会
福
柾

の
向
上
に
な
る
。
資
源
配
分
の
バ
ル
ブ

を
ど
う
調
節
す
る
か
は
政
策
当
局

(し

た
か
っ
て
国
民
的
A暑

)
に
と
っ
て
重

要
な
課
題
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
政
策
バ
ル
ブ
は
社
会
的

公
平
を
求
め
て
所
得
の
再
分
配
を
は
か

る
占
に
あ
る
。
低
所
得
者

老
人

身

障
者

病
人
な
と
に
ノ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム

に
値
す
る
所
得
を
保
障
し
あ
る
い
は
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る

社
会
の
構
成
員
す
べ
て
が
一
応
湛
足
で

き
る
生
活
を
す
る
こ
と
こ
そ
社
会
福
祉

の
大
き
な
要
素
で
あ
る
。
所
得
を
ど
の

程
度
ま
で
保
障
す
る
カ
は
国
民
的
A
呈
迅

費
用
負
担
と
密
接
に
関
係
し
て
く
る

今
日
、
福
祉
優
先
の
要
求
が
強
ま
っ

た
と
い
つ
こ
と
は
資
源
配
分
の
バ
ル
ブ

及
び
所
得
再
分
配
の
バ
ル
ブ
を
福
祉
寄

り
に
ひ
ね
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例

え
ば
、
生
活
基
盤
整
備
に
多
く
の
資
源

を
回
せ
ば
産
業
基
盤
整
備
は
手
薄
に
な

り
、
そ
の
結
果
経
済
成
長
を
多
少
ダ
ウ

ノ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
、
一
方
生
活

基
盤
整
備
に
ょ
る
便
益
の
享
受
が
増
大

す
れ
ば
総
合
的
な
社
会
福
祉
は
大
い
に

向
上
す
る
こ
と
と
な
る
。
生
活
基
盤
か

ら
受
け
る
便
益
、
所
得
再
配
分
に
よ
る

国
民
生
活
の
公
平
化
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
享
受
な
ど
を
総
合
化
し
た
福
祉
実
感

の
増
大
が
望
ま
し
い
わ
け
で
、
単
に
経

済
成
長
が
大
き
い
だ
け
で
は
生
活
塞
盤

施
設
の
不
足
に
伴
フ
不
満
の
発
生
、
イ

/
フ
レ
め
促
進
、
生
活
水
準
の
不
平
等

公
害
の
発
生
、
環
境
破
壊
と
い
っ
た
形

で
社
会
福
祉
を
マ
イ
ナ
ス
さ
せ
る
要
因

が
増
大
し
、
総
合
的
な
福
祉
水
準
を
低

い
も
の
に
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
大
き

い
。西

欧
先
蓮
国
並
に
成
長
し
た
わ
が
国

経
済
の
と
る
ぺ
き
方
向
は
単
に
経
済
の

成
長
優
先
て
は
な
く
、
人
聞
尊
重
に
立

脚
し
た
福
祉
の
成
長
優
先
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
福
祉
規
模
が
極
大
と
な
る

よ
う
経
済
成
長
は
調
節
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。

生
活
基
盤
整
備
の
遅
れ

さ
て
わ
が
国
の
福
祉
政
策
の
遅
れ
の

中
で
、
所
得
の
再
分
配
を
は
か
る
社
会

保
障
の
低
水
準
と
共
に
、
生
活
基
盤
施

設
に
対
す
る
投
資
の
不
足
が
著
し
い
と

い
わ
れ
る
。
フ
ロ
ー
ベ
ー
ス
の
経
済
規

模
及
び
ス
ト
ノ
ク
ベ
ー
ス
の
産
業
基
盤

施
設
は
一
応
西
欧
並
に
な
っ
た
が
、
ス

ト
ノ
ク
へ
ー
ス
の
生
活
基
盤
施
設

な

か
ん
ず
く
住
居
は
著
し
く
見
劣
り
が
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

欧
米
人
が
日
本
を
訪
れ
た
時
に
一様

に
指
摘
す
る
の
が
住
宅
の
貧
弱
さ
だ
と

し
ば
し
ば
い
わ
れ
る
。
わ
が
国
の
住
宅

ス
ト
ノ
ク
は
戸
数
で
見
る
限
り
既
に
一

世
帯
一住
宅
を
達
し
た
こ
と
に
な
っ
て

欧
米
の
方
が
か
な
り
大
き
い
だ
ろ
う
か

ら
、
日
本
の
住
宅
水
準
は
相
当
低
い
と

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

住
寺
設
傭
の
中
で
は
便
所
の
水
洗
化

が
著
し
く
遅
れ
て
き
る
。
四
三
年
の
住

宅
調
査
で
は
水
洗
化
率
一
七
%
と
な
っ

て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
九
八
%
、
西
ド

イ
ノ
八
七
%
を
は
じ
め
西
欧
†
要
国
で

は
五
〇
%
以
上
で
あ
る
の
に
比
ぺ
格
段

の
差
が
あ
る
。

次
に
都
市
環
境
を
示
す
指
標
と
し
て

都
市
公
園
髪
見
て
み
る
と
　
人
当
り
公

園
面
積
は
東
京
の
一

三
㎡
に
対
し
、

ワ
〆
/
ト
ノ
四
〇
㎡
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

一
九
㎡
、
ロ
!
ド
〆
二
三
㎡
、
ベ
ル
リ

∠

四
㎡
、
パ
リ
五

八
㎡
と
な
っ
て

お
り
、
日
本
の
貧
弱
さ
は
明
瞭
で
あ
る

又
、交
通
の
面
で
は
生
活
道
路
の
貧

向
に
向
か
い
や
す
い
よ
う
に
誘
導
す
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
れ
に
は
ま
ず

第
一
に
、
長
期
の
総
合
的
福
祉
成
長
基

本
討
画
が
策
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
第
二
に
、
合
理
的
な
資
源
配
分
の

た
め
に
公
共
が
負
担
す
ぺ
き
部
分
と
民

聞
が
受
持
つ
べ
き
部
分
を
あ
る
程
度
区

分
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
前

に
、
生
活
棊
盤
整
璽
伍
遮
上
の
最
大
の

阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る
土
地
問
題
の

処
理
が
重
妾
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
土
地
問
題
を
現
行
の
ま
ま

残
し
て
福
祉
優
先
を
進
め
る
こ
と
は
大

き
な
ロ
ス
を
伴
う
。
公
営
住
宅
を
建
て

よ
う
に
も
適
当
な
用
地
か
入
手
で
き
な

か
っ
た
り
、
公
共
投
資
額
の
半
分
は
土

地
代
と
し
て
費
や
さ
れ
る
と
い
♪
た
こ

れ
ま
で
の
事
例
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る

シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
設
定
を

い
る
が
、
実
は
狭
小
住
宅

設
備
不
艮

住
宅
な
ど
が
多
い
。
低
質
住
宅
の
象
徴

と
し
て
有
名
な
木
賃
ア
パ
ー
ト
は
昭
和

四
=
年
の
住
宅
調
査

(総
理
府
)
に
よ

れ
ば
、
全
国
で
一
Q

距、%
、
東
京
都

で
は
二
八
%
を
占
め
る
と
い
う
。
住
宅

=
　
の
面
積
で
見
る
と
全
国
平
均
七
三

九
㎡
と
な
っ
て
い
る
が
、
東
京
都
で

は
実
に
五
〇

二
㎡
と
小
さ
く
、
設
備

共
用
の
民
営
借
家

(木
賃
ア
パ
ー
ト
の

大
部
分
は
こ
れ
に
当
る
}
で
は
全
国
平

均
一
八

四
㎡
、
東
京
=
二

六
㎡
と

い
う
狭
さ
で
あ
る
。
欧
米
諸
国
と
の
面

積
比
較
は
統
計
資
料
の
不
足
か
ら
難
し

い
が
、
一
室
当
り
の
居
住
人
員
数
で
見

る
と
主
要
国
の
〇

六
～
〇

九
人
に

対
し
、
日
本
は
一

〇
三
人
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
も
一
室
の
広
さ
は
恐
ら
く

福
祉
金
融
の
端
緒
と
し
て

困
の
ま
ま
急
速
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
ノ
ヨ

ノ
が
進
行
し
た
た
め
、
交
通
事
故
の
多

発
、
排
気
ガ
ス

騒
音

振
動
公
害
を

ま
き
散
ら
し
て
い
る
。
西
欧
の
ニ
ュ
ー

タ
ウ
/
で
は
車
道
と
歩
道
の
完
全
分
離

居
住
区
域
か
ら
の
車
道
の
排
除
な
ど
が

優
先
的
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
外
、
福
祉
施
設
や
文
化
施
設
も

不
十
分
で
あ
る
な
ど
わ
が
国
の
生
活
基

盤
施
設
は
総
体
的
に
ス
ト
ノ
ク
面
で
西

欧
先
進
国
に
か
な
り
遅
れ
て
い
る
こ
と

を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

福
祉
優
先
の
た
め
に

そ
こ
で
福
祉
優
先
を
目
ざ
し
て
資
源

配
分
を
調
節
す
る
た
め
に
は
、
財
政
の

よ
り
多
く
を
生
活
塞
盤
整
備
に
振
り
向

け
る
と
共
に
、
民
聞
の
活
力
も
そ
の
方

西
欧
先
進
国
で
は
、
開
発
計
画
地
に
対

し
て
強
力
な
公
的
描
限
が
認
め
ら
れ
て

お
り
、
民
間
に
ょ
る
土
地
取
得

開
発

は
著
し
い
制
限
を
受
け
て
い
る
。
例
え

ば
土
地
取
得

造
成
は
公
的
部
門
が
受

持
ち
、
民
間
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ノ
に
基

づ
い
て
、
分
膿
を
受
け
た
土
地
に
上
物

を
建
築

開
発
す
る
と
い
つ
形
で
分
担

が
さ
な
れ
て
い
る
。
従
っ
て
土
地
取
引

に
よ
る
差
益
や
開
発
利
益
が
特
定
の
民

間
に
流
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
わ

け
で
あ
る
。
土
地
政
策
は
無
秩
序
開
発

の
抑
制
、
地
価
の
暴
騰
防
止
、
開
発
利

益
の
社
A至
遅
元
と
い
う
意
味
で
福
祉
優

先
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
土
地

取
引
の
制
阻
、
土
地
税
制
な
ど
の
強
力

な
政
策
の
推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
。
土

地
課
税
の
強
化
及
び
開
発
利
益
の
社
会

還
元
は
公
的
財
源
確
保
に
も
つ
な
が
る

さ
て
生
活
基
盤
整
備
に
お
け
る
民
間

の
分
担
部
分
に
つ
い
て
は
、
民
聞
企
業

の
参
加
を
促
し
、
い
か
に
し
て
大
量
の

民
間
資
金
を
動
員
す
る
か
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
従
来
産
業
基

盤
整
備
の
た
め
に
補
助
金

利
子
補
給

減
税
と
い
っ
た
政
策
手
段
に
よ
る
イ

!
セ
ノ
テ
ィ
ブ
が
与
え
ら
れ
た
と
同
様

に
、
生
活
慕
盤
整
備
の
た
め
に
も
右
効

な
誘
導
政
策
手
段
を
活
用
す
る
こ
と
が

雇
要
で
あ
る
。
又
、
あ
る
程
度
の
資
金

配
分
を
義
務
づ
け
る
と
い
う
よ
フ
な
行

政
的
指
導
も
有
効
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
し
て
産
業
構
造
自
体
を
福
祉
型
へ

除
々
に
転
換
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

福
祉
優
先
臓
代
の
住
宅
金
融

民
聞
金
融
機
関
の
立
場
に
お
け
る
福

祉
優
先
は
、
福
祉
金
融
へ
の
指
向
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
金
融
機
関
と

い
え
と
も
民
間
企
業
で
あ
る
以
上
福
祉

金
融
、
す
な
わ
ち
個
人
の
住
宅
建
築
や

隻
捏
璽
施
設
整
備
の
た
め
に
資
金
を

供
給
し
て
い
く
こ
と
が
、
商
業
ベ
ー
ス

に
乗
り
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
現
状
で

垂

蒔
代
の金
融
のあ
n芳
に

つ
い
て
は
ま
だ
模
索
の
段
階
で
あ
り
、

今
後
次
第
に
具
体
化
さ
れ
よ
つ
が
、
少

な
く
と
も
我
々
の
生
活
基
盤
の
碁
本
に

あ
る
「住
宅
」
に
関
連
す
る
金
融
は
そ

の
中
で
も
最
大
の
分
野
を
占
め
る
も
の

と
み
ζ
差
し
つ
か
κ
あ
る
ま
い
。
そ
し

て
こ
の
住
宅
金
融
の
拡
大
と
発
展
に
応

λ
る
こ
と
が
当
面
の
金
融
機
関
の
果
す

社
会
的
責
任
の
一
つ
と
も
い
凡
よ
う
。

た
だ
し
住
宅
金
融
は
一
種
の
政
策
金
融

で
も
あ
り
、
民
間
に
ま
か
せ
る
の
み
で

な
く
、
積
極
的
に
政
策
手
段
が
講
し
ら

れ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
住
宅
に
関
す
る
政
策
手

段
と
し
て
は
、
政
府
が
自
ら
供
給
す
る

公
的
住
宅

(公
営

公
団
〉
と
共
に
公

企業論壇

産
業
構
造
変
化
と
中
小
企
業

変
化
の
三
つ
の

デ
ィ
メ
ン
ジ
ョ
ン

今
後
の
わ
が
国
産
業
社
会
は
、
次
の

三
つ
の
デ
イ
メ
/
ノ
ヨ
ノ
で
変
化
が
進

む
も
の
と
田
」わ
れ
る
。

第
一
に
、
国
内
に
お
い
て
は
、
高
賃

金

高
所
得
経
済
に
照
応
し
て
、
需
要

の
多
様
化
が
進
み
、
市
場
の
細
分
化
現

象
が
強
く
な
る
。

第
二
に
、
供
給
面
で
は
、
重
化
学
工

業
の
成
熟
と
と
も
に
技
術
革
新
が
深
化

す
る
過
程
で
、
一
方
に
お
い
て
成
長
制

し

約
要
因
と
な
り
つ
つ
あ
る
資
源
、
エ
オ

ル
ギ
ー
、環
境
な
ど
の
面
で
の
ネ
ノ
ク
に

対
処
す
る
と
と
も
に
、
他
方
多
様
化
す

る
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
ぺ
く
、
研

究
開
発
や
各
種
技
術
の
ー
ス
テ
ム
化
等

ハ
イ

テ
ク
ノ
ロ
、/
1
の
展
開
が
図
ら

れ
る
。

箪
三
に
、
国
除
面
で
は
、
国
際
協
調

喜

景
と
し
た
国
陣
分
業
が
一層
進
展

す
る
。

で
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
つ
な
フ

ァ
ク
タ
ー
が
わ
が
国
の
産
業
構
居壇
、
産

業
組
織
お
よ
び
企
業
の
あ
り
方
に
イ
ノ

パ
ク
ト
を
与
尺
る
こ
と
に
な
る
か
。

ま
ず
第
一
に
、
高
賃
金

高
所
得
経

済
に
お
い
て
は
高
い
技
術
で
高
い
生
産

性
を
あ
げ
高
い
賃
金
妻

払
い
つ
る
産

な

業
で
な
け
れ
ば
伸
び
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
付
加
価

値
生
産
性
の
高
い
研
究
朋
発
集
約
的
な

い
し
は
デ
ザ
イ
ノ
開
発
集
約
的
な
高
加

工
度
産
嚢
吊が
相
胃灯
的
に
高
い
伸
び
壼
ホ

す
に
ち
が
い
な
い
。
と
同
時
に
、
需
要

の
多
様
化
は
、
従
来
の
よ
フ
な
単
能
、

単
品
大
量
生
産
方
式
を
バ
ノ
ク
と
し
た

ミ

商
工
組
合
中
央
金
庫
調
査
部

マ
ス

マ
ー
ケ
ノ
ト
の
伸
長
を
妨
け
、

か
わ
っ
て
多
彩
な
こ
ニ

マ
ー
ケ

ト

の
展
開
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
う
つ
。

こ
つ
し
た
傾
向
は
第

一に
、
商
品
を

供
給
す
る
産
業
な
り
企
業
L
と
っ
て
は

よ
り
市
場
指
向
性
を
要
求
す
る
。
企
業

は
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
を
迅
速
か
つ
的
確

に
と
ら
兀
、
需
要
に
マ
ノ
チ
し
た
製
品

開
発
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
力
を
注
が
ね

ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
従
来

と
は
異
な
り
、
今
後
の
商
品
開
肇
に
は

複
数
の
生
産
技
術

経
営
技
術
の
組
み

合
わ
せ
が
意
要
な
戦
略
フ
ァ
ク
タ
ー
と

な
り
、
そ
れ
に
照
応
し
て
各
種
の
知
識

労
働
の
投
入
量
も
加
速
度
的
に
高
ま
ろ

う
。第

三
に
、
国
際
協
調
、
国
除
分
業
の

進
路
の
な
か
で
は
、
一
般
に
罎
識
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
軽
工
業
は
製
品
ポ
ノ

ノヨ
ノ
を
従
来
よ
り
、
よ
り
高
級
化
し
た

ノ
ー
/
に
移
し
つ
つ
、
開
発
途
ト
国
と

の
分
業
関
係
を
確
立
す
る
か
、
さ
も
な

く
ば
、
海
外
進
出
を
推
筐
す
る
方
向
で

こ
れ
に
対
処
す
る
し
か
な
い
。
一
方
、

重
化
学
T
葦
㎝で
は
、
設
置
酌
素
材
産
業

は
海
外
進
出
浄
強
化
し
て
開
発
輸
入
に

次
第
に
転
換
し
、
装
置
酌
加
工
産
業
は

技
術
集
約
度
を
高
め
て
国
際
競
争
力
を

強
化
し
対
外
経
済
協
力
に
裏
付
け
ら
れ

た
輪
出
と
ノ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
支
κ
ら
れ

た
内
需
を
柱
に
成
長
す
る
と
い
フ
方
向

を
選
択
せ
ざ
る
を
κ
な
い
。

知
識
集
約
化
の

一一つ
の
方
途

以
上
三
つ
の
デ
ィ
メ
ノ
ン
ヨ
ノ
に
お

い
て
み
ら
れ
る
諸
々
の
イ
/
パ
ク
ト
は

す
ぺ
て
、
今
後
の
わ
が
国
産
桑
構
造
が

い
わ
ゆ
る

.知
識
集
約
型
'
に
移
行
す

「中
小
企
業
の
知
識
集
約
化
に
関
す
る

る
方
向
を
指
し
示
し
て
い
る
。

ア
/
ケ
ー
ト
調
査
」
に
よ
っ
て
、
中
小

と
こ
ろ
で
、
一九
七
一
年
産
業
構
遺

企
業
に
お
け
る
知
的
経
営
活
動
の
実
態

審
議
会
が

「七
〇
年
代
の
通
商
産
業
政

を
み
て
み
ょ
う
。

策
」
に
お
い
て
、
知
識
集
約
型
産
業
構

知
的
経
営
沽
動
を
、
①
新
製
品
開
発

遣
が
こ
れ
か
ら
の
産
業
構
造
の
あ
り
方

②
デ
叶
イ

/
開
発
、
③
高
級
化

高
加

で
あ
る
と
答
甲
し
て
以
来
、
知
識
集
約

工
度
化
、
④
資
源
節
約
、
⑤
そ
の
他
研

化
と
い
う
命
題
は
ま
た
た
く
フ
ち
に
わ

究
技
術
開
発
、
の
五
項
目
に
分
け
、
そ

が
国
経
済
の
針
路
と
し
て
一般
化
し
た

れ
そ
れ
の
実
施
状
況
を
み
る
と
、
実
施

わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
命
題
は
決
し
て

率
が
最
も
高
い
の
は

「そ
の
他
研
究
技

七
〇
年
代
に
し
て
は
し
め
て
現
わ
れ
た

術
開
発
」
の
四
九

四
%
で
あ
り
、
次

わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
産
素
構

い
で
「新
製
品
開
発
」
四
七

八
%
、

造
の
高
度
化
過
程
も
、
い
っ
て
み
れ
ば

「高
級
化
高
加
工
度
化
」
四
〇

六
%

知
識
集
約
化
の
過
程
で
あ
っ
た
わ
け
だ

「
資
源
節
約
」
三
〇

一%
、
「デ
サ
イ

七
〇
年
代
の
知
識
集
約
化
と
は
何
か

■

麟
繍
驚
静

環
境
に

生
産
要
素

戸土
地

資
源

工
ネ
ル
キ

ー

資
本

労
働
力

技
術
等
)
の
賦

存
状
況
壽

な
背
景
と
し
た
前迷

の
三
つ
の
デ
ィ
メ
ノ
ノ
ヨ
ノ
に
お
け
る

変
化
と
対
応
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
ぺ
き

命
題
と
い
え
る
。

二
二

五
%
の
順
に
な
っ
て

中
小
企
業
に
お
け
る

知
的
経
営
活
動

知
識
集
約
化
へ
の
方
向
は
中
小
企
業

に
と
っ
て
も
そ
の
堺
外
に
あ
る
も
の
で

は
な
い
。
良
好
な
自
妖
環
境

勤
労
環

境
の
確
保
、
国
際
経
済
環
境
と
の
協
調

国
民
生
活
の
向
上
と
い
っ
た
課
題
に
応

凡
つ
つ
、
さ
ら
に
知
識
集
約
化
を
も
要

請
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
は
、
そ
れ
で

は
、
と
の
よ
う
な
知
的
経
営
活
動
を
図

る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
に
対
処
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

商
工
車
金
が
七
四
年
十
月
に
三、
一臣

社
の
中
小
製
遣
業
を
対
象
に
行
な
っ
た

の
多
く
は
知
的
経
営
活
動
と
真
剣
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
と
り
わ
け
高
い
成
長

度
を
実
現
し
て
い
る
中
4
企
業
は
、
す

ぐ
れ
た
戦
略
製
品
を
世
に
送
り
出
し
つ

つ
、
ま
す
ま
す
高
度
化
す
る
社
会
的
分

業
の
一端
を
担
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

近
年
に
お
い
て
は
、
社
会
的
分
業
の
ネ

ノ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
、
知
識
集
約
的

技
術
自
体
を
商
品
化
す
る
.頭
脳
会
社
'

と
も
い
フ
ペ
き
ベ
ノ
チ
ャ
ー

ビ
ノ
不

ス
群
の
輩
出
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
べ

/
チ
ャ
ー

ビ
ノ
不
ス
は
、
ハ
ー
ド
な

財
の
生
産
を
可
能
な
限
り
社
会
的
分
業

に
依
存
す
る
と
い
つ
極
め
て
個
性
的
な

機
能
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
単
独
で
自

己
完
結
的
な
機
能
を
有
せ
ず
、
他
の
専

門
企
業
と
相
互
補
完
的
関
係
に
立
つ
と

い
つ
ノ
ス
テ
ム
的
発
想
を
持
っ
て
い
る

こ
れ
ら
ベ
ノ
チ
ャ
ー

ビ
ノ
不
ス
の
活

躍
は
、
一
般
企
業
の
知
識
集
約
化
の
推

進
に
刺
激
を
与
え
そ
の
先
導
的
役
割
を

果
た
す
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
さ

し
か
し
、
他
の
多
く
の
中
小
企
業
の

場
合
、
社
会
的
分
業
関
係
に
お
い
て
そ

の
活
動
範
囲
が
大
企
業
に
比
べ
狭
い
の

で
、
ど
つ
し
て
も
他
の
企
業
等
と
経
済

的
に
密
接
な
関
係
を
も
つ
必
要
が
出
て

く
る
。
今
日
、
企
業
が
従
釆
に
も
ま
し

て
/
ス
テ
ム
的
展
闇
を
要
請
さ
れ
る
状

況
下
に
あ
っ
て
は
、
中
小
企
業
の
組
織

化
は
、
単
に
「束
に
な
∂

と
い
っ
こ

と
だ
け
で
な
く
、
機
能
的
に
も
よ
り
重

要
性
を
増
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
D

現
在
、
中
蓮

の由芯
と

な
っ
て
い
る
の
は
協
同
組
合
で
あ
る
が

こ
の
既
存
組
織
と
て
、
近
年
の
経
済
環

境
変
化
に
つ
れ
て
、
活
動
形
態
が
変
化

非
経
済
事
業
ヘ
ノ
フ
ト
し
て
い
る

が
、
経
済
事
業
を
冥
施
す
る
組
合

が
漸
次
増
大
し
て
お
り
、
今
後
、

共
同
公
害
防
止
、
共
同
研
究
開
発

を
始
め
、
経
済
事
業
の
活
発
化
が

期
待
さ
れ
る
。

③

地
方
中
核
都
市
圏
内
に
在
る
組

合
が
、
現
在
最
も
橘
発
か
つ
広
範

囲
に
共
同
事
業
を
行
な
っ
て
い
る

④

地
方
小
都
市
ま
た
特

地
域
に

あ
る
組
合
の
特
徴
は
、
各
種
経
済

事
業
を
極
め
て
活
発
に
実
施
し
て

い
る
煮
で
あ
り
、
今
後
も
喜
業
活

発
化
の
意
向
が
強
い
。

こ
の
よ
う
に
、
中
小
企
業
は
既
存
の

し
て
き
て
い
る
。
商
工
南
金
の
「事
業

組
織
展
開
に
お
い
て
も
、
外
部
環
境
に

協
同
組
合
実
態
調
査
」
で
は
、
協
同
組

柔
軟
に
適
応
し
つ
つ
、
さ
b
に
は
こ
れ

合
九
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
、
そ
れ
そ

を
積
極
的
に
外
部
経
済
効
果
と
し
て
利

れ
の
タ
イ
プ
別
の
特
徴
を
分
析
し
て
い

用
す
る
方
向
で
動
き
つ
つ
あ
る
。

る
が
、
そ
こ
で
は
、
中
小
企
業
が
集
団

さ
ら
に
最
近
に
お
い
て
は
、
少
数
で

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
別
企
業
で

は
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
新
し
い
組
織

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
外
部
経
済
効
果
を

的
展
開
が
あ
ら
わ
れ
注
目
さ
れ
て
い
る

①
異
業
種
間
の
姐霰

化

適
応
す
る
組
織
的
展
開

ノ
開
套

い
る
。

ま
た
、
企
業
の
成
長
タ
イ
プ
別
に
知

的
経
賞
舞

目
数
の分
布
を
み

る
と
、
軽
工
業

重
工
業
と
も
高
成
長

持
続
型
企
業

(売
土
高
が
昭
和
四
〇
年

～
四
五
年
二

五
倍
超
で
、
か
つ
四
五

～
四
八
年
二
倍
超
の
企
業
)
が
安
定
型

(四
〇
～
四
五
年
一
五
～
二

五
倍
、

四
五
～
四
八
年
一

五
～
二
倍
)
停
滞

型

(四
〇
～
四
五
年
、
四
五
～
四
八
年

と
も
一

五
倍
以
下
)
よ
り
実
施
率
か

高
く
、
さ
ら
に
製
品
差
別
化
の
有
力
な

手
段
で
あ
る
各
種
丁
素
所
有
権
の
保
有

率
も
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
既
に
中
小
企
業

外
部
経
済
効
果
を
獲
得

b
に
テ
ク
ノ
ロ
ノ
ー

ト
ラ
ノ
ス
フ
ァ

ー
〔技
術
移
転
)
の
担
い
手
と
し
て
一

般
企
業
の
経
営
資
源
の
補
完
機
能
を
も

有
す
る
と
い
う
点
で
、
そ
の
経
済
効
果

は
大
き
い
。

新
た
な
組
織
的
展
開

め
ざ
す
中
小
企
業

社
会
的
分
業
が
進
む
な
か
で
、
中
小

企
業
と
い
κ
ど
も
、
独
自
の
製
品
開
発

能
力
を
有
す
る
専
門
企
業
や
ベ
ノ
チ
ャ

ー

ビ
ノ
ネ
ス
は
、
分
業
の
進
展
と
そ

れ
薩

進
す
る
交
通

穏

情
報
等

の
外
部
経
済
を
積
極
的
に
利
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
ポ
ノ
ン
ヨ
ノ
を

確
立
し
ζ
い
る
企
業
群
で
あ
る
。

獲
得
し
よ
つ
と
す
る
動
き
が
活
発
化
し

て
い
る
こ
と
や
、少
数
で
は
あ
る
が
「
ノ

ス
テ
ム
組
合
」
と
い
っ
た
新
し
い
組
織

展
開
の
芽
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

〔第
一
表
)

ま
た
、
組
合
組
織
機
能
が
、
近
年
地

域
に
よ
り
差
異
が
出
て
き
て
い
る
呉
も

注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

①

東
京
、
大
阪
、
欠
舌
屋
の
巨
大

都
市
圏
内
に
在
る
絹
合
は
、
発
達

し
た
外
部
経
済
を
容
易
に
利
用
で

き
る
た
め
、
経
済
事
業
の
実
施
率

が
低
ぐ
、
金
融
事
莱
に
ノ
フ
ト
し

て
い
る
。

②

巨
大
都
市
周
辺
に
所
在
す
る
組

合
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
金
融
事
業

産
棄
連
関
を
肴
す
る
複
数
業
種
の

企
業
が
一
つ
の
ノ
ス
テ
ム
と
し
て

組
織
さ
れ
る
ケ
ー
ス

(た
と
え
ば

「家
具
メ
ー
カ
ー
」
と
「繊
維
メ
ー

カ
ー
」
に
よ
る
「イ
ノ
テ
リ
ァ
製

品
組
倉

〉

②
異
産
棄
間
の
組
織
化

た
と
え
ば

「輸
出
中
小
商
社
」
と

「中
小
輸
出
メ
ー
カ
ー
」
と
の
結
び

付
き
。

③
大
蓄

いは
研
究
所
条

企

業
と
の
研
究
開
発
」
関
す
る
協
同

④
獲

晶

な
協
同

⑤
施
設
を
伴
わ
な
い
ノ
フ
ト
な
協

蕃業
務
提
携
、
ノ
ヨ
イ
ノ
ト

ベ
ノ

チ
ャ
ー
、
諸
機
能
の
協
業
化
等
。

⑥
ト
レ
ー
ド

ア
ノ
〆
工
i
/
ヨ
ノ

事
業
の
共
同
よ
り
も
む
し
ろ
そ
れ

を
越
尺
話

小
企
業
が
全
体
と
し

て
団
体
活
動
を
行
な
い
、
そ
れ
に

よ
っ
て
経
営
お
よ
び
技
術
の
援
助

製
品
開
発
、
宣
伝
P
R
、
政
府
関

係

労
使
関
係
の
改
善
、
環
境
変

化
へ
の
対
応
な
ど
を
行
な
フ
も
の

以
上
の
よ
う
に
、
わ
が
国
産
菜
構
造

が
今
後
と
も
よ
り
知
識
集
約
型
へ
と
移

行
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
産
業
組
織
が
一

層
多
元
化
し
て
ゆ
く
な
か
で
、
中
小
企

業
は
知
的
経
営
活
動
を
高
め
、
ベ
ノ
チ

ャ
ー

ビ
ノ
ネ
ス
に
典
型
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
単
独
で
外
部
経
済
を
積
極
的

に
利
用
し
つ
つ
新
た
な
成
畏
を
め
ざ
し

あ
る
い
は
組
織
化
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て

そ
の
活
動
や
機
能
を
さ
ら
に
高
め
つ
つ

展
開
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

第1表 組合タイブ別特徴一覧

的
な
住
宅
金
融
制
度

(公
庫
)
な
と
が

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
す
べ
て
の
人
に

ノビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
を
保
障
す
る
に
は
不

十
分
で
あ
り
、
た
ま
た
ま
抽
選
に
当
っ

た
人
の
み
が
㊧
恵
を
受
け
る
と
い
フ
結

果
的
に
は
不
平
等
な
ノ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
も
賃
貸
住
宅
の
家
賃
は

コ
ス
ト
主
義
を
採
っ
て
い
る
た
め
所
得

が
低
す
ぎ
る
と
家
賃
負
担
が
大
き
く
な

り
、
本
来
、
低
所
得
者
用
で
あ
る
公
的

住
宅
に
入
れ
な
い
と
い
つ
矛
盾
さ
え
発

生
し
て
い
る
。
既
に
述
ぺ
た
狭
小
低
水

準
住
宅
が
多
い
の
も
こ
の
よ
フ
な
と
こ

ろ
に
原
因
か
あ
る
と
い
κ
る
。

西
欧
先
進
国
で
は
公
共
住
宅
の
比
率

が
大
き
い
ば
か
り
で
な
く
所
得
に
応
し

た
家
賃
補
助
や
利
子
補
給
の
制
度
が
充

実
し
て
い
る
た
め
、
民
間
金
騒
機
関
に

よ
る
住
宅
金
懲
の
活
発
さ
に
加
瓦
て
借

手
の
負
担
も
相
当
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
住
宅
金
融
拡
大
を
考
尺

る
場
合
、
第
一
に
金
融
機
関
の
福
祉
優

先
へ
の
姿
勢
が
要
求
さ
れ
る
が

第
二

に
借
手
側
の
金
利
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
の
政
策
配
慮
、
第
三
に
住
宅
金
融
市

場
へ
の
資
金
流
入
パ
イ
プ
を
大
き
く
す

る
た
め
の
政
策
配
慮
が
要
請
さ
れ
る
。

ま
ず
住
宅
資
金
の
供
給
者
側
の
姿
勢

転
換
の
た
め
に
は
、
偲
来
の
取
引
経
緯

や
取
引
方
法
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
あ

る
。
方
向
転
換
に
は
摩
擦
や
犠
牲
が
伴

フ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
恐
れ
て
い

て
は
根
本
解
決
は
不
可
能
で
あ
る
。
一

時
的
に
は
金
融
機
関
の
収
益
を
圧
迫
す

る
こ
と
も
考
尺
ら
れ
よ
つ
。
し
か
し
福

祉
優
先
は
時
代
の
す
っ
勢
で
あ
る
以
上

一
歩
先
ん
ず
る
こ
と
か
金
融
機
関
の
社

会
的
使
命
て
あ
ろ
つ
。

次
に
借
手
に
と
っ
て
低
利
の
借
入
手

段
が
必
要
で
あ
る
。例
え
ば
現
在
一
8
0

万
円

(年
利
9
%

20
年
)
の
住
宅
ロ

ー
/
を
借
り
る
と
初
年
度
利
息
だ
け
で

90
万
円
、
元
利
均
等
と
す
れ
ば
年
間
支

払
額
は
鵬
万
円
と
な
る
Q
少
な
く
と
も

二
三
〇
万
円

(返
済
額
の
所
得
比
二
〇

%
)
以
上
の
年
収
が
な
い
と
借
入
で
き

な
い
。
し
か
し
利
率
が
三
%
に
ダ
ウ
ノ

し
た
と
す
れ
ば
年
間
支
払
額
は
六
六
万

円
と
な
り
、
年
収
二
〇
〇
万
円
で
も
一

一
、
O
O
O
万
円
の
借
入
が
可
能
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
借
手
に
と
っ
て
住
宅

ロ
ー
ノ
の
低
金
利
を
実
現
す
る

(も
ち

ろ
ん
民
間
金
融
機
関
の
採
算
に
も
合
フ

よ
つ
に
す
る
)
た
め
に
は
、
①
峡
府
自

ら
低
利
融
資
を
す
る
以
外
に
、
②
民
間

金
融
機
関
の
貸
出
レ
ー
ト
と
の
差
額
を

政
府
か
利
子
補
給
す
る
か
、
③
民
聞
金

融
機
関
が
よ
り
低
利
の
資
金
調
達
を
す

る
か
、
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

①
に
つ
い
て
は
住
宅
翁
楓
公
庫
が
あ

る
が
、
低
所
得
者
優
先
の
政
策
金
融
に

転
換
し
て
ゆ
く
ぺ
き
で
あ
り
、②
は
借

手
の
負
担
力
と
民
間
金
融
機
関
の
適
正

レ
ー
ト
と
の
差
を
補
給
す
る
制
度
の
新

設
が
憩
務
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

①
Yζ
②
は
政
府
の
資
金
負
担
が
大
き
い

こ
と
か
ら
も
対
象
を
低
所
得
者
に
限
定

す
ぺ
き
で
あ
ろ
つ
。
そ
こ
で
③
が
①
、

②
蓮

兀す
る
有
力
案
と
し
て
考
κ
ら

れ
る
。
例
え
ば
年
利
三
%
で
貨
出
す
た

め
に
は
、
金
融
機
関
の
貸
出
コ
ス
ト
を

一%
と
し
て
年
利
二
%
(普
通
預
金
利

率
よ
り
ゃ
や
低
い
)
の
資
金
調
達
が
で

き
れ
ば
よ
い
。
こ
れ
は
不
可
能
な
こ
と

で
は
な
い
。
住
宅
貸
付
条
件
付
の
住
宅

積
立
貯
蓄
制
度
を
設
け
、
そ
の
貯
蓄
資

金
は
住
宅
金
融
に
の
み
流
れ
る
と
い
う

〆
ス
テ
ム
が
一
つ
の
方
策
と
し
て
考
尺

ら
れ
る
。
現
に
フ
ラ
ノ
ス
で
は
か
な
り

以
前
か
ら
こ
の
種
の
制
度
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、
預
金
残
高
は
一
九
七
三
年
末

で
二
七
三
億
フ
ラ
ノ
〔
一

八
兆
円
)

に
達
し
て
い
る
と
い
つ
。
以
上
三
つ
の

方
式
を
借
手
の
所
得
に
応
し
て
組
合
わ

せ
て
い
く
の
が
良
さ
そ
フ
で
あ
る
。

第
三
に
住
宅
資
金
量
の
拡
大
で
あ
る

が
、
①
資
金
の
流
入
を
促
進
す
る
た
め

投
資
家
に
魅
力
あ
る
利
回
り
を
提
供
す

る
こ
と

(債
券

預
金

抵
当
証
書

抵
当
証
券
な
と
)、
②
投
資
家
に
と
っ

て
常
に
売
買
換
金
で
き
る
よ
つ
そ
の
流

通
市
場
を
整
備
し

特
に
政
府
の
売
買

オ
ペ
レ
ー
ノ
ヨ
ノ
制
度
を
組
み
込
む
こ

と
、
③
前
述
の
住
宅
貯
蓄
制
度
の
よ
つ

に
住
盃

」使
途
姦

化
し
た
新
し

い
貯
蓄
手
段
を
設
け
る
な
と
の
方
向
て

着
実
な
努
力
力
Z
要
で
あ
ろ
フ
。

官
民
の
英
知
を
集
め
、
ま
す
ノ
ヒ
ル

こ
ニ
マ
ム
の
住
宅
水
準
を
設
定
し
、
そ

の
実
現
の
た
め
」
R
{間
資
金
の
積
極
参

加
が
期
待
さ
れ
る
。
特
」
住
毛
金
融
タ

含
め
た
福
祉
金
融
さ
り
」
福
祉
型
産
業

へ
の
開
発
金
融
は
長
期
金
融
の
分
野
'

属
す
る
も
の
で
あ
り
、
わ
か
国
に
お
ナ

る
長
期
金
融
の
担
い
手
と
し
て
の
長
期

信
用
銀
行
に
と
っ
て
も
一
つ
の
有
力
な

分
野
で
あ
る
。
そ
の
た
め
幅
広
い
柔
軟

な
発
想
、
新
し
い
知
識

技
能
か
要
求

さ
れ
、
さ
ら
」
積
極
的
に
先
進
国
の
情

報
吸
収
活
動
」
も
参
加
て
き
る
有
能
な

人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
長
期
信
用

銀
行
の
福
祉
優
先
時
代
に
お
け
る
役
割

は
極
め
て
大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま

い
。

下請組合 平列組 合 纂団化組合 産地飴1酷 醐 合1 ノスァム組合 同業者組合 地区組合

組 合 設 立 状 況 汚 発 噛 調 極めて宿発 丁 振 不 飯 萌 牙 地盤沈下傾
向

横 這

桑 種 別 特 徴
重工桑全般
と繊維 建
設に多い

卸 】売業

1が大宗

全業種に亘
る

最絡消費財
関連業種
繊維 窯業
食品等

小売業のみ
建築関連業
種と不動産
業が大宗

全業種に亘
る

小売サービ
ス業

組 合 員 救 規 模
1

普 通 極 小 大 やや大 大 小 普 通 極 大
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